
ペ
ル
ー
の
二
重
言
語
教
育

の
二
類
型

青

木

芳

夫

は

じ

め

に

ペ
ル
ー
の
現
行
憲
法

(
一
九
七
九
年
七
月

一
二
日
発
布
)
は
、
第

三
五
条

に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「国
家
は
土
着
語
の
調
査
研
究
を
奨
励
す
る
。
国
家
は
ま
た
、

ケ
チ
ュ

ア
、
ア
イ
マ
ラ
そ
の
ほ
か
の
共
同
体
が
か
れ
ら
自
身
の
言
語
に
よ
っ
て
初

等
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
証
す
る
。」

こ
の
条
項

は
、
土
着
語

モ
ノ
リ
ン
ガ

ル
な
い
し
初
歩
的
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
が
優
勢
な
学
区
に
二
重
言
語
教
育
校
を
設
置
し
、
初
等
教
育
の

低
学
年

(四
年
間
)
で
は
土
着
語
を
併
用
し
て
教
育
し
よ
う
と
し
た

二
重
言
語
教
育
令

(
一
九
七
三
年

二
月
八
日
付
)
の
方
針
を
再
確
認

す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

土
着
語
を
母
語
と
す
る
教
師
が
そ
の
よ
う
な
学
区
で
勤
務
す
る
ば

あ
い
、

必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
土
着
語
で
説
明
し
た
り
補
足
し
た
り
す

る
、
い
わ
ば
自
然
発
生
的
な
二
重
言
語
教
育
を
別
に
す
れ
ば
、
な
ん

ら
か
の
体
系
的
な
二
重
言
語
教
育
を
受
け
る
児
童
は
い
ま
な
お
非
常

(1

)

に
少
数
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
で
比
較
検
討
す
る
プ
ー
ノ

・
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
セ
ル
バ

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
そ
の
か
ず
す
く
な
い
実
践
例
で

あ
る
。

ペ
ル
ー
は
、
約

=
二
〇
万
平
方
キ
ロ
の
国
土
に

一
八
〇
〇
万
前
後

の
人
口
を
擁
し
て
い
る
。
そ
し
て
北
西
か
ら
南
東
方
向
に
走
る
ア
ン

デ
ス
山
脈
が
そ
の
国
土
を
、
太
平
洋
岸
の

コ
ス
タ
(沿
岸
部
)
、
山
岳

・
高
地
の
シ
エ
ラ

(山
岳
部
)、
以
東
の
セ
ル
バ

(密
林
部
)
と
い
う

特
徴
的
な
地
帯
に
三
分
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ス
ペ
イ
ン
語
モ
ノ
リ

ン
ガ
ル
が
優
勢
な
都
市
的
で
西
欧
的
な
コ
ス
タ
に
た
い
し
て
、

シ
エ

ラ
と
セ
ル
バ
は
農
村
的
で
土
着
的
で
あ
る
。

先

ス
ペ
イ
ン
末
期
に
は
シ
エ
ラ
で
は
イ
ン
カ
帝
国
が
さ
か
え
、
ケ

チ
ュ
ア
語
が
公
用
語
と
し
て
通
用
し
て
い
た
。
今
日
、
プ
ー
ノ

・
プ
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表1プ ー ノ県 における5才 以上 の県民の常用語別構成(1981年)

三重言語

 

語

》

巧

ノ

別

ノモ

ケチュ ア語

モ ノ バ イ

スペイ ン語

モ ノ

5才 以上

の 人 口

17,697

(2.4°0)

169,494

(22.5°0)

117,106

(15.6°0)

230,564

(30.6°0)

139,831

(18.6°0)

72,406

(9.6°0)

752,663

(100°0)
全県

11,263

(1.5°0)

46,715

(6.2°0)

4,840

(0.6°0)

106,528

(14.2°0)

22,494

(3.0°0)

49,109

(6.5°0)

243,576
都市

6,434

(0.9°0)

122,779

(16.3°0)

112,266

(14.9°0)

124,036

(16.5°0)

117337

(15.6°o)

23,297

(3.1°0)
農村

509,087

(出 典)INE,CensosnacionalesVIIIdepoblacionIIIdevivienda12deJulio

de1981:Resultadosdefinitivosdelasvariablesinvestigadaspormuestro,

VolumenB,Nivelnacional,TomoI(Caracteristicasdelapoblacion),Lima,

1984,pp.197-198か ら作 成 し た 。

ロ

ジ

ェ
ク

ト

の

舞

台

と

な

っ
て

い

る
。フ
ー

ノ
県

も

ま

た

シ

エ
ラ

に
属

す

る

が
、

テ

ィ
テ

ィ
カ

カ

湖

を

は

さ

ん

で

ボ

リ
ビ

ア

と
国

境

を
接

す

る

と

こ

ろ

か

ら
、

ス

ペ

イ

ン
語

と

ケ

チ

ュ
ア
語

と

ア

イ

マ
ラ

語

の
特

異

な

三

重

言

語

圏

を

形

成

し

て

い
る

。

五

才

以

上

の
県

民

の
常

用
語

別

構

成

は
、

一
九

八

一
年

の

国
勢

調

査

に

よ

れ
ば

表

1

の

と

お
り

で
あ

る
。

こ

の
プ

ー

ノ

・
。フ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
、

正

式

に
は
。フ
ー

ノ

ニ
重

言

語

教

育

実
験

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

と

い

い
、

ペ

ル
ー

・
西

ド

イ

ツ
間

の
政

府

間

協

定

(
一
九

七

五

年

一
二
月
締

結

)

に

よ

る
国

際

技

術

協

力

事

業

と

し

て

は

じ

ま

り
、

ド

イ

ツ
技

術

協

力

会

社

(O
①
三
。。
。
ゲ
⑦

○
①
ω
o
亭

ω
。
訂

坤

注

H
↓
①
。
ゲ
三
8
ゲ
①

N
ロ
ω
⇔
日
日
Φ
b
母
び
警

)
が

①

教

科

書

の
作

製

、

②

二
重

言
語

教

師

の

養

成
、

③

教

育

モ
デ

ル

の
評

価

の
面

で
協

力

し

て
き

た

。

一
九

七

七

年

か

ら

三

年

の
準

備

期

間

を

へ
て
、

一
九

八

〇

年
度

に
は

ケ

チ

ュ
ア
語

圏

と

ア
イ

マ
ラ
語

圏

の
計

一
〇

〇
校

で

二
重

言
語

教

育

が

開

始

さ

れ

た
。

そ

の

ご
実

験

は
、

お
も

に
教

員

異

動

に
と

も

な

う

訓
練

済

み

二
重

言
語

教

師

の
不

足

に

よ
り

、

一
九

八

三

年

か

ら

四

〇

校

・
四

〇

〇

〇

人

の
規

模

へ
の
縮

小

を
余

儀

な
く

さ

れ

た

が
、

一
九

八

七

年
度

に
は

世

銀

融
資

に

よ
り

プ

ー

ノ
農

村

部

全

域

で
実
施

さ

れ

る
よ

う

に
な

り
、

将

来

的

に

は

ク

ス

コ
を

は

じ

め

と

す

る

シ

エ
ラ
南

部

諸

県

の
ケ

チ

ュ
ア
語

圏

に
も

拡

大

さ

れ

る
見

込

み

で
あ

る
。

一
方

セ

ル

バ

・
。プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
舞

台

〔
図

1
〕

と

な

っ
て

き

た

セ

ル

バ

は
、

ア

マ
ゾ

ン
源

流
域

に
あ

た

る

と

こ
ろ

か

ら

「
ア

マ
ソ

ニ

ァ
」

(
ペ

ル
ー

・
ア

マ
ゾ

ン
)

と

呼

ば

れ

る

こ
と
も

あ

る

。

国

土

の

六
割

を
占

め

る

セ
ル

バ

に

は
、

約

一
五

〇
万

の
人
間

が
居

住

し

て

い
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図1 1977年 現在、二重言語教育校の置 かれていたセルバの諸民族集団
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表2ペ ルー ・アマゾンの土着民族集団

民 族 集 団 ([コ 内は各集団の固有の名称)

Achual[Aentsコ

Aguaruna[Rents]

Amahuaca[Nokakaiwo]

Amarakaeri

Amuesha[Y$nesha]

Arabela&Vacacocha[Tapueyacuacaコ

Bora[Memuina]

Campa-[Ashaninca],Nomatsiguenga&Poyenisati

Candoshi(Shapra&Murato)

Capanahua[Nuquencaibo]

Cashibo-Cacataibo[Uni]

Cashinahua[Caxinyoコ

Chandinahua

Chayahuita[Canpopiyapi]

Cocama-Cocamilla

Culina[Madija]

[Ese'jja](Huarayo)

Huachipaire

Huambisa[Huampis]

Iquito

Jibaro[Rents]

Lamista[Llakwash]

Machiguenga[Matisigenka]

Marinahua

Mastanahua

[Mats6s](Mayoruna)
Ocaina
Orejbn-Koto
Piro

Quichua(delNapo)

Quichua(delPastaza)
Quichua(delTigre)
Sapiteri,Arasaire&Pukirieri

Secoya(Angoteros,Pioje)
Sharanahua

Shipibo-Conibo
Ticuna

Urarina
wltOtO

Yagua
Yaminahua

[lbo:tsa]
[Maai]

[Yine]

[lnga]
[Alama]

[Pai]

[Onicoinコ

[Duuxuguコ

[Nihamwa]

[D6wゑ]

語 族

Jivaro

Jivaro
Pano
Harakmbet

Arawak

Zaparo
Bora

Arawak

Jivaro
Pano

Pano
Pano

Pano

Cahuapana
Tupi

Arawak

Tacama
Harakmbet

Jivaro
Zaparo

Jivaro
Quechua

Arawak

Pano
Pano

Pano
Huitoto?

Tucano
Arawak

Quichua

Quichua
Quichua
Harakmbet

Tucano
Pano

Pano
Ticuna

Tucano
Huitoto

Peba-Yagua
Pano

総 計

推定人口

㎝
㎜
㎜
畿

飛

㎜
魏

鷺

魏

㎜
鑑

論

㎜
姻
蹴

5。
㎜
鑑

瑠

㎜
謝

m
揺

㎜
㎜
謝

認

a

5

あ

4

偽

訊

L

5

5

5

L

α

L

島

駄

a

島

α

包

あ

a

あ

2

3

2

2

1

2

1 201,462

(出 典)StephenCorry,"Losciclosdeldespojosistematico",PuebloIndio‐Peru,

AnoI・No・1,1985,P・52・ これ ら 以 外 に も識 別 可 能 な 集 団 が10く ら い 存 在 す る。

な お 、[]内 の 固 有 の 名 称 は つ ぎ の 記 事 か ら 抜 き書 き し た 。"Losindiosque`forma'

elILV",PuebloIndio‐F'erti,AnoII,No.5,1986,p.44.
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る
。

そ
の
う
ち

セ
ル
バ
の
土
着
語
人
口
は

二
五
万
人
と
推
定
さ
れ

る
。
S

・
コ
リ
ー
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
表
2
に
よ
れ
ば
、
か
れ
ら

は
三
九

の
民
族
集
団
、

一
五
の
語
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

セ
ル
バ

・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
協
力

・
推
進
し
て
き
た
の
が
米

国
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
オ
ク
ラ
ホ

マ
大
学

夏
期
言

語
研

究
所

(ζ
ω
捧
ロ
8

ピ
冒
αQ
象
ω膏
o
ユ
o
く
曾
碧
o
)
と
い
う
民
間
機
関
で
あ

る
。
同
研
究
所
は
ペ
ル
ー
教
育
省
と
の

一
九
四
五
年
七
月
二
八
日
付

協
定
に
よ
り
セ
ル
バ
の
土
着
語
の
研
究
と

「
道
徳
的
愛
国
的
価
値
に

か
ん
す
る
」
教
科
書
の
翻
訳
に
着
手
し
、
さ
ら
に

一
九
五
二
年

=

月

二
八
日
付
教
育
大
臣
令
に
よ
り
、
ウ
カ
ヤ
リ
県
プ
カ
ル
パ
市
近
郊

の
ヤ
リ
ナ
コ
ー
チ
ャ
で
二
重
言
語
教
師
の
養
成
を
担
当
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。

セ
ル
バ
農
村
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
と
し
て
、
土
着
識
字

層
を
教
師
と
す
る
特
殊
学
校
を
設
立
し
、
土
着
語
児
童
に
基
礎
的
文

化

(読

み
書
き

・
算
数
)
・
職
業
訓
練

・
文
明
生
活
の
規
範

.
国

民

理
念

・
保
健
衛
生
技
術
を
教
育
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

一
九

五
三
年
度

に

一
一
人
の
教
師
と
六
民
族
集
団

・
=

共
同
体

.
約
二

七
〇
人
の
生
徒
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
二
重
言
語
教
育

は
、

一
九
七

七
年

ま
で
に
は
三
二
〇
人
の
教
師
と
二
四
民
族
集
団

.
二

一
〇
共
同

体

・
約

一
万
二
〇
〇
〇
人
の
生
徒
を
擁
す
る
ま
で
に
成
長
し
、
な
が

ら
く
ペ
ル
ー
の
二
重
言
語

教
育

の
主

流
を
形

成
し
て
き
た
の
で
あ

る
。こ

れ
ら

の
。フ

ー

ノ

・
。プ

ロ

ジ

ェ
ク

ト

と

セ

ル

バ

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

は

、

同

じ

二
重

言

語

教

育

と

は

い

っ
て
も

、

じ

つ
は

非

常

に
対

照

的

な

二
類

型

を
構

成

し

て

い
る
。

一
般

的

な
分

類

の
仕

方

に
よ

れ

ば

、

両

者

は

そ

れ
ぞ

れ

メ

イ

ン
テ

ナ

ン

ス

・
モ
デ

ル

(
維

持

型

)

と

ト

ラ

(
2
)

ン
ジ
シ
ョ
ナ
ル

・
モ
デ
ル

(移
行
型
)
に
属
す
る
。
こ
れ
か
ら
は
両

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
重
言
語
教
育
方
式
を
、
そ
れ
ぞ
れ
G
T
Z
方
式
、

I
L
V
方
式
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、本
論
に
は
い
る
ま
え
に
、

二
点
断

っ
て
お
く
。
第

一
に
、
本
稿
は
お
も
に
教
科
書
な
ら
び
に
教

師
用
手
引
に
よ
っ
て
両
方
式
を
比
較
検
討

す
る
が
、
特
に
セ
ル
バ

.

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
入
手
し
え
た
資
料
は
非

常
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
本
稿
の
分
析
結
果
も
ま
た
暫

定
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
第

二
に
、
本
稿
は
あ
く
ま
で

方
法
論
を
比
較
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

両
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
に
あ
る
は
ず
の
歴
史
的

・
風
土
的

.
言
語

学
的
相
違
は
可
能
な
か
ぎ
り
考
慮
か
ら
は
ず
し
、
そ
の
検
討
は
別
稿

　　
　

に

ゆ
ず

る

こ

と

に

し

た
。

1

ニ

ニ
重
言
語
教
育
ー

ス
ペ
イ
ン
語
と
土
着
語
1

土
着
語
の
文
字
言
語
化
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ペ
ル
ー
の
土
着
諸
語
は
、
イ
ン
カ
帝
国
の
公
用
語

で
あ

っ
た
ケ
チ

ュ
ア
語

を
含
め
て
、
例
外
な
く
文
字
を
も
た
な
か

っ
た
。
つ
ま
り
音

声
言
語

に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
土
着
語
を
教
授
語
と
し
て

使
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
文
字
言
語
化
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

文
字
言
語
化

に
つ
い
て
I
L
V
方
式
は
非
常

に
明
快
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
な
る
べ
く
簡
単
な
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
を
使
用
し
、
正
書
法
は

「
威
信
言
語
」
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
の
正
書
法
に
似
せ
て
つ
く
る
こ

と
に
し
た
。
そ
の
ほ
う
が
あ
と
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
習
す
る
と
き
に

(
4
)

役
に
立

つ
、
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
識
字
化
そ
の

も
の
よ
り
も

ス
ペ
イ
ン
語

へ
の
移
行
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

ケ
チ

ュ
ア
語
に
つ
い
て
は
、

ペ
ル
ー
政
府
は

一
九
七
五
年

一
〇
月

一
六
日

の
教
育
大
臣
令
第
四
〇
二
三
号
に
よ
り

「
一
般
的
基
礎

ア
ル

フ
ァ
ベ

ッ
ト
」
を
制
定
し
、
正
書
法
の
統

一
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。

た
だ
し
方
言
間
の
差
を
考
慮
し
て
、
方
言
ご
と
に
多
少
の
補
正
が
加

え
ら
れ

て
い
る
。
ク
ス
コ
県
や
プ
ー
ノ
県
で
話
さ
れ
て
い
る
ケ
チ

ュ

ア
語

(ク
ス
コ
ーー
コ
リ
ャ
オ
方
言
)
に
つ
い
て
は
五
母
音
と
二
六
子

音
の
計

三

一
音
素
に
対
応
す
る
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
が
制
定
さ
れ
た
。

正
書
法
に
関
連
し
て
注
意
す
べ
き
点
は
、
ケ
チ

ュ
ア
語
も
ま
た
何

世
紀
に
も
わ
た
り
ス
ペ
イ
ン
語
の
干
渉

・
侵
蝕
を
こ
う
む

っ
て
き
た

こ
と
か
ら
く
る
借
用
語
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
同
法
は

「
ま
だ
完
全
に

同

化

し

て

い

な

い
」

借

用

語

は

ス

ペ

イ

ン
語

式

に
表

記

す

る
よ

う

に

指

示

し

て

い

る
。

た
と

え

ば
、

ペ

ル
ー

は

「
℃
Φ
碁
」
、

革
命

は

耳
?

<
o
『
o
ま
口
」
、

ス
ト

ラ

イ

キ

は

「
ゴ
ロ
o
に
⇔
」

と

な

る

。

(5
)

こ
れ

に
た

い
し

て
G

T

Z

方
式

で

は
、

ス
ペ

イ

ン
語

か

ら

の
借

用

語

で

あ

ろ
う

と

、

ケ

チ

ュ
ア
語

モ

ノ
リ

ン
ガ

ル
が
発

音

す

る

と

お
り

に
表

記

さ

れ

る
。

そ

の
結

果

、

ス
ペ

イ

ン
語

の

「
一一訂

o
」

(本

)

は

「
犀
妻
毎
」
、

「
Φ
。・O
ロ
①
鼠
」

(
学

校

)

は
「
一ω
ざ

覧
餌
」

〔
た
だ

し

最

近

で
は

ケ

チ

ュ
ア
語

の

冒

o
ゲ
⇔
団
宅
霧
一
を

あ

て

て

い

る
〕
、
そ

し

て

「
o
ロ
8
」

(
自

動

車

)

は

「
9
葺

ロ
」

と

な

る
。

固

有

名

詞

に

つ
い

て
も

同

様

で

あ
り

、

地

名

で

は

「
冒
一冨
$

」
(
ブ
リ

ア

カ
市

)
が

「
国
巳
貯
訂

」

に
、

「
O
雷

8

」

(
ク

ス

コ
市

)

が

「
の
o
ω
ρ
o
」
、

さ

ら

に

は

「
O
ロ
ω
ρ
ロ
」
と

な

る
。

ま

た
人

名

に

つ

い

て
は
、

フ
ラ

ン

シ

ス

コ

・
ピ

サ

ロ
や

ド

ン

・
キ

ホ

ー

テ

の

よ
う

に

ス
ペ

イ

ン
の
歴

史

上

や
文

学

上

の
有

名

人

だ

け

が
例

外

的

に

ス

ペ

イ

ン
語

式

の
発

音

ど

お
り

表

記

す

る

こ

と

が

で

き

る

〔
乞

∴

.
い
9
霧

お
ロ
讐
霞
僧

α
Φ

8
口
σq
q
餌

日
讐
臼
ロ
㊤
、、〕
。

G

T

Z

方
式

は

、

バ

イ
リ

ン
ガ

ル
よ

り

も

モ
ノ

リ

ン
ガ

ル
の
話

す
土

着

語

を

基

礎

に
し

て
、

あ

く

ま

で

独
自

の
体

系

を
も

つ
言

語

に
適

合

し

た
文

字

言

語

化

を
追

求

し

た

の

で

あ

る
。

2

通

過

言

語

と
持

続

言
語

ペ

ル
ー

の

二
重

言

語

教

育

令

は
、

母

語

に
よ

る
識

字
化

と
第

二
言

一44一



表3セ ルバ ・プロジェク トにお ける母語〔土着語〕とスペイ ン語 の学年別比率

学 年

1a年

1b年

2年

3年

4年

母 語

80%母 語 の読み書 き。母語 による全

教 科の教育。

60%母 語 の読み書 き。母語 による全

教 科の教育 ・説明。

50%母 語の読み書 き。 多 くの教育 は

母語 による。

35%母 語の読み書 き。母語 による説

明。

20%母 語の作文。母語 による説明は

必要な ときのみ。

ス ペ イ ン 語

20%教 室の用語に親 しむこ と。第二

言語 としてのスペイ ン語の 口頭教育

40°o教 室の用語 に親 しむ こ と。 口頭

スペイ ン語 のつづ き。 スペイ ン語の

読み書 きの開始*。

50%口 頭 スペ イン語◎ スペイ ン語 に

よる教課 の復習。 スペ イン語の読み

書 き。

65%多 くの 教育 は スペイ ン語 に ょ

る。 口頭 スペ イン語。 スペイ ン語の

読み書 き。

80%ス ペ イン語に よる全面 的カ リキ

ュラム。 口頭 スペイ ン語。 スペ イン

語 の読み書 き ・作文 ・口述筆記。

..第 二言 語 の読 み 書 き は
、 現 在 で は3年 の ときか ら開 始 され る。 しか し、 ス ペ イ ン語

人 口 とつ ね に接 触 の あ る グル0プ は、 もっ と早 く開 始す る こ とを望 ん で い る。

(出 典)Davis,"Lasescuelasbilingiies",en:Larson/Davis/Davila,op.CZt.,P・147・

三

・
四

年

生

に
た

い
す

る
新

し

い
テ

ー

マ
の
導

入

の
仕

方

を

み

れ

ば

、

「
教

師

に

よ

る
説

明
」

(①
一㊤
び
O
H
帥
6
一ひ
5
)
」

や

「
教

師

に

よ

る
質

問

・
生

徒

に
よ

る

解

答

(
Φ
砦

器
ω
ま
ロ
)
」

は

一
日

目

は
ま

ず

土

着

語

で

お

こ
な

い
、
二

日
目

に

は
同

じ
内

容

を

ス
ペ

イ

ン
語

で
繰

り

返

す

。

そ

れ

が

五

・
六

年

生

に

な

る
と
、

授

業

は

も

っ
ぱ

ら

ス
ペ

イ

ン
語

で

お

こ

な

わ

れ

、
土

着

語

は

ス
ペ

イ

ン
語

の

あ

と

で
補

足

説

明

(。。
。
ド
冨
-

。
ま
口
)

を
加

え

る
た

め

に

の
み
、

た

と

え

ば

ス
ペ

イ

ン
語

で
出

し

た

質

問

を
補

足

す

る

た

め

に

(
た

だ

し
、

質

問
内

容

を
変

え

て

は

い
け

な

い
)
、

使

用

す

る

こ
と

が

で

き

る

〔
〉
"
c。
凸

。

一
方
、

次

ペ

ー

ジ

の
表

4

は
、

G

T

Z
方

式

に
お

け

る
役

割
分

担

(
た

だ

し

、
言

語

科

目

に
お

け

る

)
を
示

し

て

い

る
。

こ

こ
で

は

四

年

間

で

は
な

く

六
年

間

二
重

言

語

教

育

を

お

こ

な

っ
て
お

り

、
読

み
書

語
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
母
語

で
あ
る
土
着
語
と
国
家
語
で
あ
る
ス
ペ
イ

ン
語
と
の
役
割
分
担
に
つ

い
て
、
両
方
式

の
考
え
方
に
は

へ
だ
た
り

が
あ
る
。

表
3
は
、
I
L
V
方
式

に
お
け
る
両
言
語
の
役
割
分
担

(言
語
科

目
と
教
授
語
の
両
方
に
お
け
る
)
を
示
し
て
い
る
。
明
ら
か
な
よ
う

に
、
学
年
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
ス
ペ
イ
ン
語
の
比
重
が
高
く
な
り
、

や
が
て
す
べ
て
の
授
業
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
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表4プ0ノ ・プ ロジェク トにおける母語 〔土着語〕とスペイ ン語の役割分担

母 語 第二言語 としてのスペイン語

1 年

土着語の使 用による読み書 きの

教育;そ のほか口頭表現力や理

解力な どの言語能力の開発。

下半期か ら口頭 レベルでのみ第二

言語 としての スペイ ン語教育;聴

解力や 口頭表現力の開発。

2 年

土着語の使用による言語科 目の

総合的発展(口 頭表現力 ・読解

力 ・作文力 ・文 法)。

口頭 ・書記両 レベルでの第二言語

としてのスペ イン語教育;ス ペ イ

ン語での読み書 きの開始 と口頭能

力の定着 ・向上。

3～6年

土着語の使用によ る言語科 目の

総合的発展(口 頭表現力 ・読解

力 ・作文力 ・文法)。

口頭 ・書記両 レベルでのスペイ ン

語教育;読 解力の定着 と聴 解力 ・

口頭表現 力の向上。

(出典)〔J:23〕

き
能
力
だ
け
で
な
く
文
法
を
ふ
く
む
言
語
能
力

一
般
を
、
ま
ず
土
着

語
で
教
育

し
て
い
る
。
文
法
に
つ
い
て
は
、
教
育
省
の
初
等
教
育
用

指
導
要
領
で
は

「
ス
ペ
イ
ン
語
」
で
教
育

す
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る

が
、

こ
れ
を

「
母
語
」
と
読
み
か
え
て
、

し
た
が
っ
て
、
ケ
チ

ュ
ア

語
を
母
語
と
す
る
児
童

に
は
ケ
チ

ュ
ア
語

の
文
法
か
ら
教
え
る
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
学
年
つ
ま
り
六
年
生
の
と
き
に
は
、

両
言
語

の
相
違
に
気
づ
か
せ
る
よ
う
な
仕
方
で
ス
ペ
イ
ン
語
と
母
語

の
文
法
を
教
え
る

〔
}
"
ωω
-
器
〕。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
他
の
科

目
に
つ
い
て
も
い
え
、

ス
ペ
イ
ン
語
と
土
着
語
が
教
授
語
と
し
て
の

役
割
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
は
、

ス
ペ
イ
ン
語
と
土
着
語
を
教
授
語
と
し
て
も
言
語
と
し

て
も
対
等
に
あ
つ
か
お
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
I
L
V
方
式
は
土
着
語

を
ス
ペ
,4
ン
語
化
ま
で
の

　
　
　

「
通
過
言
語
」
と
み
な
す
傾
向
が
あ
り
、

そ
れ
に
た
い
し
て
G
T
Z

方
式
は
ス
ペ
イ
ン
語
化
し
た
あ
と
で
も
児
童
が
完
全
に
自
己
表
現
の

で
き
る
よ
う
な

「持
続
言
語
」
と
な
る
こ
と
を
土
着
語
に
の
ぞ
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

3

教
科
書
に
み
る
使
用
例

つ
ぎ
に
、
I
L
V
方
式
と
G
T
Z
方
式

の
立
場
の
相
違
が
、
じ
っ

さ
い
に
ど
の
よ
う
に
教
科
書
の
中
に
反
映
し
て
く
る
か
を
見
て
み
よ

一46一
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う

。図

2

は

一

・
二
年

生

用

の
社

会

科
学

の
教

科

書

『
わ

た

し

た

ち

の

祖

国
』

の
土

着

語
手

引

(
シ
ピ

ー

ボ

H

コ

ニ
ー

ボ

人
用

)
〔
∪

"
N
c。
-
b。
呂

か

ら

と

っ
た
も

の

で

あ

る
。

じ

つ
は
、

下

線

を

引

い

た
部

分

が

す

べ

て

ス
ペ

イ

ン
語

か

ら

の
借

用
語

で

あ

る
。

地

名

や

人
名

と

い

っ
た
固

有
名

詞

に
加

え

て
、

「
び
魯

ユ
Φ
量
」

(
国

旗

)
・
「
Φ
ω
8

鎚
o
」

(
国

紋

)
・

「
①
ω
o
費
昌

①
ド
」

(
国
章

)

な

ど

国

家

の
象

徴

を

あ

ら

わ

す
名

詞
、

さ

ら

に

は

「
震

o
h①
ω
自

」

や

「
日
器
ω
#
o
」

(
と

も

に
先

生

の

意

味

)
、

「
岳
げ
ε
o
」

(
絵

)

や

「
げ
8

ま
ロ
」

(課

)

な

ど

の
日

常

的

な

名

詞

に

ま

で

ス

ペ

イ

ン
語

が

使

用

さ

れ

て
お

り

、

ま

た
基

本

的

な
学

習

方

法

の

ひ

と

つ
で

あ

る

「
絵

を

か

く

」

こ
と

に
ま

で

ス
ペ

イ

ン
語

の
動

詞

「
毎
げ
乱
胃
」

を

あ

て

は

め

て

い

る

こ

と

な

ど
、

問

題

が

の

こ
る

。

こ

れ

に

た

い

し

て

G

T

Z

方

式

で

は
、

と
く

に
低

学

年

で

は
、

ま

だ

同

化

し

て

い

な

い

ス
ペ

イ

ン
語

か

ら

の
借

用

語

の
使

用

は
控

え

ら

れ

る
。

た

と

え
ば

、

一
年

生

用

の
ケ

チ

ュ
ア
語

の
教

科

書

『
よ

ろ

こ

び

(
囚
口
。。
一)
』

に

で

て
く

る

二

一
八

の
単

語

の

う

ち

ス
ペ

イ

ン
語

起

(7

)

源
の
も

の
は

一
二
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
ケ
チ

ュ
ア
語
式
の
発
音
ど
お

り
に
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
土
着
語
を
教
授
語
と
し
て
、
し
か
も
対
等
に
使
用
す
る

た
め
に
は
克
服
す
べ
き
課
題
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
機

表5GTZ方 式 にお けるケチュア語の教授 ・専門用語

ケチュ ア語か らの直訳日 本 語ケチュア語スペイ ン語

話す こと

行為 す る人

「rimay」の過去分詞形

大 きな文字

休止す るしるし

つめ こむ

うその ことば

文

主語

述語

大文字

句点

完成する

間違ったことば

rimay

ruwaq

rimasga

hatungelga

samaych'iku

hunt'achiy

llullaSI--11

　ノ
oracion

subeto

predicado

mayuscula

coma

completar

palabrafalsa

(出 典)B廿ttner,oP.cit.,P.205の 表 か ら の 抜 き書 き。

会
を
奪
わ
れ
て
き
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
当
然
の

こ
と
で
あ
る
が
、
授
業

用
の
用
語
や
専
門
用
語

を
土
着
語
で
つ
く

っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。
表
5
は
、

言
語
の
授
業
用

に
G
T

Z
方
式
が
考
案
し
て
き

た
ケ
チ

ュ
ア
語
用
語
の

例
で
あ
る
。
算
数
の
教

科
書
の
名
前
も
ス
ペ
イ

ン
語
か
ら
の
借
用
語
の

「】≦
⇔ユ
ヨ
讐
涛
◎」
(も
ち

ろ
ん
ケ
チ

ュ
ア
語
式
の

表
記
)
か
ら
只
ロ
℃
霧
ロ
旦

(「数
え
ま
し
ょ
う
」
の

意
味
の
ケ
チ

ュ
ア
語
)

に
か
わ

っ
た
。
そ
し
て
、

二
重
言
語
教
師
の
代
表

.;



が
専
門
家

に
助
言
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
、
授
業
に
必
要
な
用
語

(
ス
ペ

イ
ン
語

)
を
洗

い
だ
し
、
土
着
語
の
中
か
ら
代
替
可
能
な
単
語
を
選

(8

)

び
だ
し
、
教
師
全
員
の
承
認
に
よ
っ
て
最
終
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う

な
作
業

が
他

の
科
目
に
つ
い
て
も

つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

図
3
は
、
G
T
Z
方
式
の
三
年
生
用
の
算
数

の
二
重
言
語
教
科
書

(ケ
チ

ュ
ア
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
、

一
九
八
五
年
)
〔O
"
刈
〕
か
ら
と

っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
両
言
語
は
対
等
で
あ
る
し
、
問
題
も

変
え
て
あ
る
。
ケ
チ

ュ
ア
語
の
ば
あ
い
、
先

ス
ペ
イ
ン
期
よ
り
十
進

図3

法
で
あ
っ
た
こ
と
が
有
利
か
も
し
れ
な
い
が
、
G
T
Z
方
式
に
よ
り

児
童
は
母
語
で
あ
る
ケ
チ

ュ
ア
語

(や
ア
イ
マ
ラ
語
)
だ
け
で
も
算

数
能
力
を
全
面
的
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
I
L
V
方
式
は
、
土
着
語
に
よ
る
専
門
用
語
等

の
工
夫
に
は
あ
ま
り
積
極
的
で
な
か
っ
た
。
次
ペ
ー
ジ
の
図
4
は
、

I
L
V
方
式
に
よ
る
算
数
の
土
着
語
教
科
書

(
ア
グ
ア
ル
ナ
人
用
)

(9
)

か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

下
線
を

引

い
た
部
分
が

ス
ペ
イ
ン
語

で
あ
る
。
同
じ
文
章
の
中
で
ス
ペ
イ
ン
語

と
土
着
語
が
で
て
く
る
し

団団圃

口口口口

口口口口

〔訳〕「各 ユパ ーナの下 に数字 を書きなさい」(ケ チュア語)

「書い た数字を大 きなものか ら小 さなものへ、大 きな

文字 で並べ なさい 」(ケ チ ュア語)

「各 ユパ ーナの示す数字 を書 きなさい 」(ス ペ イン語)

「これ らの数字を大 きなものか ら小 さなものへ並べ、

適 当な記号 をつ けなさい 」(ス ペ イン語)

「
H
十

H
H

bO
」

を

「
d
-昌
o

日
似
ω
口
昌
o

ω
o
昌

α
o
ω
」

と

ス
ペ

イ

ン
語

で

ま

な

ぶ

。

つ
ま

り

、

足

算

や
引

算

の
考

え

方

は

身

近

な
資

料

を
使

っ
て
土

着

語

で
ま

な

ぶ

が

、

そ

れ

を
抽

象

化

し

て

い
く

の
は

ス

ペ

イ

ン
語

に

よ

っ
て

な

の

で
あ

る
。

じ

っ
さ

い

I

L
V

方

式

の
考

案

者

た

ち

は
、

科

学

技

術

用

語

の
不

足

が

問

題

に

な

る

と

は
意

識

し

て

い

な

か

っ
た
。

児
童

が

用
語

を
必

要

と

す

る
頃

に

は

ス

ペ

イ

ン
語

を
習

得

し

て

い
る

し
、

教

師

が

土

着

語

で

説

明

を

加

え

る

こ
と

も

で

一49一
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国

ロ

回

回

き

る

か
ら

で
あ

る

。
算

数

や
社

会

科

学

等

の

「
考

え

方

(8

ロ
8
℃
8
ω
)
」

を

土

着

語

で
ま

な

び

、

そ

の

あ

と

ス
ペ

イ

ン
語

で

「
用

語

(8
H
ヨ
7

(
10
)

ロ
o
ぴ
αq
幽㊤
)
」

を

ま

な

ぶ
、

と

い
う

の
が

I

L

V
方

式

で

あ

っ
た

。

こ

れ

は

ス
ペ

イ

ン
語

へ
の
教

授

語

の
全

面

的

移

行

を
前

提

に
し

て
は

じ

め

て
可

能

な
、

不

平

等

を
内

包

し

た
分

業

体

制

で

あ

る

と

と

も

に
、

教
授
語
と
し
て
の
土
着
語
の
発
達
は
中
途
半
端
に
終
わ

り
、
児
童
は
母
語
で
あ
る
土
着
語

に
た
い
し
て
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
劣
等
感
を
い
だ
く
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
。三

二
重
文
化
教
育

使

っ
て
の
教
育
」、

容
を
統
合
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
よ

っ
て
児
童
の
総
合
的
発
展
」
を

め
ざ
す
教
育

で
あ
る

〔
匂
"
H
ω
〕。

G
T
Z
方
式

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
が
土
着
語
児
童

の
自
己
実
現
を
阻
ん
で
き
た
の
は
ス
ペ
イ
ン
語

の
強
制
だ
け
で
は
な

1

二
重
文
化
教
育
と

「
文
化
に
適
応
し
た
教
育
」

二
重
言
語
教
育
令
は
、
二
重
言
語
教
育
校
の
た
め
の

「
土
着
語

の
文
化
的
特
質
を
考
慮
に
い
れ
た
特
別
カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
」
の
作
製
を
命
じ
て
い
る

(第
五
条
)
。
し
か

し
、
そ
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
両
方
式
の
あ
い
だ
に
か
な

り
の
相
違
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

G
T
Z
方
式
は
、
み
ず
か
ら
の
方
式
を
二
重
言
語

.

二
重
文
化
教
育

(巴
ロ
8
0ま
口
げ
臣
ロ
αq
自
①
玄
。隻
ロ
琶

)

と
規
定
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

コ
一言
語
と
二
文
化
を

「
地
域
文
化

〔
"
土
着
文
化
〕
と
国
民
文
化
の
内

一50一



か

っ
た
。
西
欧
型
の
コ
ス
タ
的

・
都
市
的
文
化
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

た
カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
そ
の
も
の
が
障
害
と
な
っ
て
き
た
し
、
そ
の
よ
う

な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
学
校
教
育
を
う
け
て
き
た
結
果
、
土
着
語
人
口

自
身
の
心
の
中

に
土
着
語
や
土
着
文
化
に
た
い
す
る
偏
見
と
劣
等
感

が
す
く
う
よ
う
に
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
児
童
の
属
し
て
い
る
ア

ン
デ

ス
的

・
農
村
的
世
界
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

つ
ま
り
二
重

文
化
教
育
と
し
て
、
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
〔
↓
"
α
〕
。

自
然

科
学
を

例
に
と
っ
て

み
よ
う
。

二
年
生
用
の
手
引
に
よ
れ

ば
、
ア

ン
デ
ス
農
村
に
は
科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
伝
統
的
な
知
恵

や
技
術
、
自
然
現
象
に
た
い
す
る
ア

ニ
ミ
ス
モ
的
解
釈
、
植
物
や
動

物
に
か
ん
す
る
神
話
、
そ
し
て
人
間
と
自
然
と
の
あ
い
だ
の
対
等
の

関
係
を
表
現
す
る
儀
礼
が
あ
る
。
他
方
、
西
欧
流
の
合
理
的
で
非
人

格
的
な
説
明
や
、
科
学
的
な
方
法
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ア
ン
デ
ス

農
村
に
は
ま
だ
あ
ま
り
体
系
的
に
は
適
用
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
し

か
し
、

こ
れ
ら

「
ア
ン
デ
ス
科
学
」
と

「
西
欧
科
学
」
は
本
来
排
斥

し
あ
う

も
の
で
は
な
く
、
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て

児
童
は
両
方
の
解
釈
を
学
ぶ
べ
き
だ
し
、
ど
ち
ら
の
方
法
が
優
秀
か

は
課
題
に
よ

っ
て
変
わ

っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
実
験

に
よ

っ

て
決
す
べ
き
だ
と
さ
れ
る

〔
ω
"
Q。
b。
〕。
こ
こ
で
は
両
者
は
対
等
に
あ

つ
か
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

ア
ン
デ
ス
科
学
に
も
と
つ
い
た
自
然
科
学
教
育
に
よ
っ
て

伝
達
す
べ
き
価
値
と
し
て
①
人
間
と
自
然
と
の
あ
い
だ
の
均
衡
の
と

れ
た
相
互
関
係
、
②
自
然
資
源
の
保
存
な
ら
び
に
合
理
的
利
用
、
③

土
着
社
会
を
特
徴
づ
け
て
い
る
人
間
と
自
然
の
関
係
の
同
定
と
西
欧

型
社
会
の
そ
れ
と
の
識
別
、
そ
し
て
④
知
識

・
慣
習

・
技
術
な
ど
の

土
着
伝
統
の
再
評
価
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る

〔
ω
"
c。O
〕
。

し
た
が

っ

て
、
西
欧
技
術
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
と
矛
盾
せ
ず
、
か
つ
身
近
な
資

源
の
利
用
に
よ
り
実
現
で
き
る
と
き
に
の
み
、
取
捨
選
択
さ
れ
て
採

用
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
便
所
の
設
置
、
野
菜
の
保
存
法
、
家
庭
菜

(11
)

園
の
耕
作
な
ど
の
場
合
で
あ
る
。

価
値
の
伝
達
と
と
も
に
重
要
な
学
習
目
標
は
、
科
学
的
方
法

(観

察

・
計
測

・
分
類

・
伝
達

・
実
験

・因
果
律

に
か
ん
す
る
仮
説
設
定
)

の
開
発

・
習
得

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
土
着
技
術
の
伝
統
も
ま
た
祖

先
達
に
よ
る
長
期
間
に
わ
た
る
観
察
・実
験

・解
釈
と
い
う
科
学
的
方

法
を
ふ
ま
え
た
成
果
で
あ
る
〔
ω
"
Q。
bO
団

刈
㊤〕
。
た
だ
し
厳
密
に
い

(12
)

え
ば
、
山
田
慶
児
の
用
語
を
援
用
す
れ
ば
、

ア
ン
デ
ス
科
学
は
工
業

社
会
以
前
の
社
会
に
特
有
の

「
自
然
学
」
的
認
識
に
立
ち
、
西
欧
科

学
は

「
自
然
科
学
」
的
認
識
に
立
つ
。
二
年
生
用
と
三
年
生
用
の
教

科
書
で
は
重
複
す
る
テ
ー
マ
が
多
い
が
、
同
じ
テ
ー

マ
に
つ
い
て
両

方
の
認
識

方
法
を
学
習
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え

一51一



ば
、
計
測
の
仕
方
を
み
れ
ば
、

二
年
生
用
で
は
い
わ
ゆ
る
身
体
尺
が

使
用
さ

れ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
三
年
生
用
で
は
メ
ー
ト
ル
法
が

導
入
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
児
童
は
、
土
着
文
化
と
西
欧
文
化
を
明
確
に
識

別
す
る
と
同
時

に
関
連
づ
け
な
が
ら
、
土
着
文
化
の
再
評
価
、

つ
ま

り

「再

発
見
」
と

「
再
伝
統
化
」
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る

〔
ω
鱒
Q◎
昌
o

こ
れ

に
た
い
し
て
、
I
L
V
方
式
で
は
二
重
文
化
教
育
と
い
う
こ

と
ば
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
I
L
V
方
式
は

二
重
言
語
教
育

の
目
的
が

「文
明
化

(oぞ
臣
鑓
oま
昌
)
」
に
あ
る
こ
と

(
13
)

を
明

言

し

て

い
た

。

し

た

が

っ
て
、

M

・
A

・
ジ

ャ

ッ
ク

ウ

ェ
イ

の

(
14
)

論
稿

「文
化

に
適
応
し
た
教
育
」
(初
稿
は

一
九
七
五
年
)
は
、
一
九

七
〇
年
代
の
は
じ
め
に
ペ
ル
ー
政
府
が
二
重
言
語
教
育
政
策

に
お
い

て
文
化
的
多
元
主
義

の
方
向
を
う
ち
だ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
I
L
V

が
そ
れ

へ
の
回
答
を
せ
ま
ら
れ
た
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

土
着
文
化
を
考
慮
に
い
れ
た
も
の
と
し
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
ウ

ェ
イ
は

つ
ぎ
の
よ
う
な

「形
式

(皆
同日
⇔ω)
」
を
あ
げ
て
い
る
。
①
現
地
産

の

資
材

に
よ
る
校
舎
の
建
築
。
②
授
業
時
間
の
工
夫

(例
え
ば
、
七
時

か
ら

一
時
ま
で
)
。
③
土
着
語
の
教
授
語
と
し
て
の
使
用
。

④
児
童

と
同
じ
文
化
に
属
す
る
教
師
に
よ
る
教
育
。
⑤

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

(教

材

・
教
授
方
法
)
。

⑤

に
つ
い
て
、簡
単
な
批
判
を
ま
じ
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
身
近
に
あ
る
土
着
の
も
の
の
道
具
的
利
用
が
あ
る
。
イ
ラ
ス
ト

に
描
い
た
り
、
小
石
や
種
子
を
計
算
に
使

っ
た
り
、
油
料
果
実
を
石

鹸
の
か
わ
り
に
す
る
の
が
こ
れ
に
当
た
る
。

第
二
に
、

セ
ル
バ
の
舞
台
背
景
的
利
用

が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
ス

ペ
イ
ン
語
の
教
科
書

〔
しd
団
O
〕
に
典
型
的
に
見
ら
れ
、
セ
ル
バ
を

舞
台
に
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
土
着
文
化
に
適
応
し
た
こ
と
に
な
る
と

す
る
考
え
方
で
あ
る
。
じ

っ
さ
い
に
は
西
欧
文
化
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
る
こ
と
が
お
お
い
。

第
三
に
、
自
然
科
学
や
社
会
科
学

の
分

野
で
は
最
初

に
セ
ル
バ
を

と
り
あ
げ
る
こ
と
と
二
年
生
ま
で
は
〔八
〇
年
代
に
は
四
年
生
ま
で
〕

二
言
語
で
教
育
す
る
こ
と
く
ら
い
し
か
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
G
T

Z
方
式
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
土
着
科
学
技
術
と
西
欧
科
学
技
術
と
の

あ
い
だ
の
緊
張
関
係
が
こ
こ
に
は
な
い
。

第
四
に
、
土
着
語
の
読
み
方
教
科
書
は
ふ
つ
う

「簡
単
な
物
語
」

か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
題
材
と
し
て
選
好
さ
れ
る
の
は
セ
ル
バ

の
生
物
や
家
屋
や
民
話

〔国
団
閃
〕
な
ど
、
あ
た
り
さ
わ
り
の
な
い

身
近
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
学
年

が
あ
が
れ
ば
、
都
市
や
外

国

の
生
物
や
衛
生
な
ど
の
新
し
い
テ
ー
マ
も
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
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I
L
V
が
土
着
語
人
口
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
め
た
い
と
す
る
文
化
変
容

の
方
向

が
、

つ
ま
り
西
欧
文
化
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

「
民
話
」
の
中
に

(
15
)

も
巧
妙

に
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
児
童
の
学
力
に
合
わ
せ
た
進
度

(算
数
や
ス
ペ
イ
ン

語
文
法
)
、
手
工
芸
の
時
間

に
お
け
る
民
芸
品
の
製
作
販
売
、
農
業
牧

畜
生
産

と
販
売
、
保
健
衛
生
教
育
の
重
視
な
ど
が
あ
が

っ
て
い
る
。

「文
化

に
適
応
し
た
教
育
」
の
中
で
も

っ
と
も
興
味
を
ひ
く
の
は
、

土
着
語

に
よ
る
教
科
書
作
製

へ
の
二
重
言
語
教
師
た
ち
の
参
加
で
あ

る
。
ま
た
、

一
九
七
〇
年
代
後
半

に
ペ
ル
i
各
地
で
開
催
さ
れ
た
八

回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

($
一一Φ器
ω)
に
お
い
て
、
土
着
語
人
口
が
み

ず
か
ら

の
土
着
語
に
よ
り
多
種
多
様
な
謄
写
本
を
作
製
し
て
、
成
果

(
16
)

を
あ
げ

た
。

じ

っ
さ
い
、
I
L
V
に
よ
れ
ば
、

一
九
四
六
年
か
ら

一
九
七
五
年

ま
で
の
三
〇
年
間
だ
け
で
も
土
着
語
人
口
は
土
着
文
化
関
係

(伝
説

な
ど
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
)
で
は
五
〇
冊
以
上
、
そ
れ
以
外
の
テ
ー
マ

で
は
約

=
二
〇
冊
の
教
本
作
製

に
参
加
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

い
く
つ
か
の
民
族
集
団
を
の
ぞ
け
ば
、
そ
の
教
本
の
大
半
は
、
I
L

V
方
式

の
オ
リ
ジ
ナ
ル

・
テ
キ
ス
ト
の
土
着
語

へ
の
た
ん
な
る
翻
案

か
、
都
市
や
外
国
の
動
物
や
衛
生
な
ど
の
新
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て

児
童
が

ま
ず
同
じ
文
化
に
属
す
る

(あ
る
い
は
、
属
し
て
い
た
)
者

の
目
を
と
お
し
て
知
る
た
め
の
副
読
本
か
、
そ
れ
と
も
民
話
集

で
あ

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

一
部
の
分
野
に
か
た
よ
っ
て
い
る

し
、
体
系
的
に
用
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

さ
ら
に
I
L
V
は
、
土
着
語
人
口
に
よ
る
教
本
作
製
を
、
主
と
し

て

「共
同
体
の
諸
価
値

の
保
存
」
と
い
う
次
元
で
理
解
し
て
お
り
、

外
部
世
界
に
た
い
す
る
貢
献
と
い
う
面
で
は

「
ペ
ル
ー
研
究
者
の
た

(
17
)

め
の
民
俗
学
的
情
報
源
」
と
し
て
の
み
評

価
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
I
L
V
方
式
は
、
「形
式
」
的
に
の
み
土
着
的
要
素
を

二
重
言
語
教
育

の
中
に
と
り
い
れ
て
す
ま
せ
よ
う
と
し
た
。
た
し
か

に
民
話
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
、
土
着
語
や
土
着
文
化
の
あ
る
側
面
に

つ
い
て
は
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
家
族
や
共
同
体
の
あ
い
だ
で

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
保
持
に
役
立
つ
か
ら
評
価
す
る
の
で
あ

っ

て
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
土
着
文
化
や
技
術
に
か
ん
す
る

そ
の
豊
富
な
知
識
の
蓄
積
と
部
分
的
評
価

(た
と
え
ば
、
交
叉
イ
ト

コ
婚
制
度
の
も
と
で
の
妻
方
居
住
、
植
物

に
か
ん
す
る
知
識
、
焼
畑

(18
)

農
法
の
生
態
学
的
適
合
性
な
ど
)
は
、
二
重
言
語
教
育
の
中
に
い
か
さ

れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
し
か
に
「
文
明
化
」
の
よ
う
な
露
骨
な

(
19

)

表

現

は
少

な

く

な

っ
た

が

、
I

L
V

が

「
文

化

変

容

(o
o
巳
葺
冨
9
9

)
」

と

い
う

目

的

そ

の
も

の
を

変

更

し
た

わ

け

で

は

な

い
。

ソ

フ

ィ

ス
テ

ィ
ケ

ー

ト

さ

れ

た

に
す

ぎ

な

い

の

で
あ

る
。
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2

教
科
書
に
み
る
具
体
例

G

T
Z
方
式
と
I
L
V
方
式
の
土
着
文
化
に
た
い
す
る
見
方
の
違

い
が
教
科
書
の
中

に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
く
る
か
、

見
て

み
よ

う
。二

重
言
語
教
育
の
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
地
域
は
ほ
と
ん
ど
が
近
代

医
療

シ
ス
テ
ム
の
恩
恵
を
う
け
な
い

「
無
医
村
」
で
あ
り
、
民
間
医

療
が
非

常
に
重
要
と
な
る
。
G
T
Z
方
式
で
は
三
年
生
用
の
自
然
科

学

の
教

科
書

〔
T
〕
の
最
初
の
単
元

「薬
草
の
収
集
」
や
、
三
年
生

用
の
ケ
チ

ュ
ア
語
の
教
科
書

〔
M
〕
の
第
六
単
元

「手

の
骨
折
」
(家

庭
療
法
)、
四
年
生
用
の
ケ
チ

ュ
ア
語
の
教
科
書

〔0
〕
の
第
二
単
元

「
女
医

の
来
診
」
(集
団
検
診
に
よ
る
予
防
医
学
)
の
と
こ
ろ
で
。フ
ー

ノ
農
村

に
伝
わ
る
民
間
医
療
が
豊
富
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

卒
業
生
向
け
の
『
ヤ
ナ

マ
ユ
村

一
』
〔
U
〕
は
ケ
チ

ュ
ア
語

の
読
物

で
あ
る
が
、
衛
生

・
栄
養

・
医
療

・
保
健
を
あ
つ
か

っ
て
お
り
、

一

種
の
家
庭
医
学
書
の
よ
う
な
お
も
む
き
を
も
ち
、
も
ち
ろ
ん
民
間
医

療
の
再
評
価
の
う
え
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
I
L
V
方
式
の
教
科
書
で
は
、
た
と
え
ば

一
年

生
用
の

『
聴
力
・口
頭
ス
ペ
イ
ン
語

こ

〔
B
〕
で
は
、
船
の
モ
ー
タ

ー
の
故
障
に
よ
り
村
に
立
ち
寄

っ
た
親
子
つ
れ
が
、
生
徒
の
あ
い
だ

に
風
邪
が
は
や
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル

・
セ
ン
タ
ー
ま

で
薬
代

(共
同
組
合
の
コ
メ
の
代
金
)
を
こ
と
づ
か
っ
て
村
を
去
る
。

そ
れ
が
近
代
医
薬

の
電
要
性

・
優
越
性
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
明

(
20
)

白
で
あ
る
。
短
絡
的
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
過
度
の
依
存

(経

済
的
な
従
属
を
ふ
く
む
)
に
お
ち
い
る
危
険
が
あ
ろ
う
し
、
民
間
医

療
に
か
ん
す
る
記
述
の
不
足
は
ふ
し
ぎ
で
あ
る
。
と
く
に
I
L
V
系

の
研
究
者
自
身
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
き
の
こ
し
て
い
る
セ
ル
バ
の
民

(21

)

間
医
療
に
か
ん
す
る
記
事
に
接
す
る
と
き
、
そ
の
感
は
強
く
な
る
。

商
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
G
T
Z
方
式

の
ば
あ
い
、
ま
だ
物
々
交

換
の
原
理
が
い
き
て
い
る
共
同
体

の
市

(
ケ
チ

ュ
ア
語
で
は
カ
ト
ゥ

ρ
ド
9
)
や
地
方
の
定
期
市
の
こ
と
が
最
初

に
で
て
く
る

(二
年
生
用

の
社
会
歴
史
科
学
用
の
教
科
書
〔R
〕
の
第

二
単
元
第
九
課
)
。
ま
た
、

同
教
科
書
の
八
単
元
の
う
ち

三
つ
ま
で

労
働
を
テ
ー
マ
に
し
て

お

り
、
な
か
で
も
ア
ン
デ
ス
農
村
の
伝
統
的

か
つ
代
表
的
な
ア
イ
ニ
!

(鋤鴇
ロ
μ)
や
ミ
ン
カ

(日
冒
犀
、◎
)
な
ど
、
互
酬
原
理
に
立
つ
労
働
形

態
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
I
L
V
方
式
の

一
・
二

年
生
用
の
社
会
科
学
教
科
書
(
シ
ピ
ー
ボ
n

コ
ニ
ー
ボ
人
向
け
)
〔
D
〕

で
は
、
第

一
二
課
の
イ
ラ
ス
ト
は
日
常
必
需
品
と
は
い
え
、
お
も
に

工
業
製
品
を
販
売
し
て
い
る
村
の
食
糧
雑
貨
店

の
店
頭
風
景
で
あ
る

し
、
「
わ
た
し
た
ち
の

生
産
物
も
プ
カ
ル
パ
市
で
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
テ
ー
マ
に
あ
る
よ
う
に
、
貨
幣
経
済
や
個
人
経
済
の
浸
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透
を
前
提
に
す
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
推
進
す
る
よ
う
な

組
立
て
に
な

っ
て
い
る
。

ペ

ル
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
り
、

=

月
二
日
は
「死
者
の
日
」

と
い

っ
て
、
重
要
な
日
で
あ
る
。
こ
の
日
に
は
信
者
の
家
族
は
ふ
つ

う
お
墓
参
り
を
す
る
。
両
方
式
と
も

=

月

に
は
墓
地
見
学
を
カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
の
中
に
組
み
込
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
I
L
V
方
式
の
前

掲
教

科
書
は

「
昔
、
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
は
、
今
日
の
よ
う
な
墓
地

を
も

っ
て
い
な
か
っ
た
」
(第

一
七
課

「共
同
体

の
地
勢
」)
と
説
明

(22

)

し
て
い
る
だ
け
で
、
埋
葬
や
死
者
に
か
ん
す
る
慣
習
に
は
な
に
も
ふ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
G
T
Z
方
式
の
前
掲
教
科
書
は
、

死
者

に
た
い
す
る
信
仰
が
先

ス
ペ
イ
ン
期
い
ら
い
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ

て
い
ず
、
死
者
は
祖
先

の
世
界
で
あ
る

「
あ
の
世

(ロ昌
亀

冨
。冨
)
」

と

「
こ
の
世

(訂
団
冨
。
冨
)
」
を
結
ぶ
絆
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

(第
八
単
元
第
三
七
課
)
。

そ
の
ほ
か
、
I
L
V
方
式
で
は
第
二
九
課

「
わ
た
し
た
ち
は
自
然

の
脅
威
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
イ
ラ
ス
ト
に
え
が
か

(
23
)

れ
て
い
る
人
物
が
銃
を
携
帯
し
て
い
る
点
は
奇
異
な
感
を
与
え
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
G
T
Z
方
式
で
は
土
着
文
化
が
豊
富
に
、
し
か

も
体
系
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
主
食

で
あ
る
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
保
存
加
工
法

(チ

ュ
ー
ニ
ュ

。ゲ
.&
口
と
し
て
知
ら
れ
る
凍

結
乾
燥
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ア
ン
デ
ス
高
地
の
冬
季
の
昼
夜
の
寒
暖
を
利

用
し
て
つ
く
る
)
や
、
チ
ャ
ル
キ

(oゲ
、母
匹
)
と
呼
ば
れ
る
塩
干
し

肉
。
ワ
ル
ワ
ル

(毒
9毎

毒
9DH口
)
と
呼
ば
れ
る
、

テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
湖

周
辺
独
特
の
灌
概
農
法
や
、
ア
ン
デ
ス
高
地
の
階
段
畑
。
リ
ャ
マ
や

ア
ル
パ
カ
と
い
っ
た
高
地
の
家
畜
。
伝
統
的
な
食
糧

(た
と
え
ば
、

動
物
性
蛋
白
源
と
し
て
の
ク
イ
"
て
ん
じ
く
ね
ず
み
の
飼
育
や
、
キ

ヌ
ア
の
耕
作
)
。

す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
た
文
化
、

た
と
え
ば
キ
ー
プ

(犀
ぽ
窟
)
と
呼
ば
れ
る
結
縄
文
字
も
伝
達
さ
れ
る
し
、
や
は
り
先

ス

ペ
イ
ン
期
の
算
盤
で
あ
る
ユ
パ
ー
ナ

(図
ロ
℃
き
o
)
の
よ
う
に
、
復
元

さ
れ
て
算
数
の
授
業

に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
G
T
Z
方
式
の
二
重
文
化
教
育
が
土
着
文
化
の
再

評
価
に
立

っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
I
L
V
方
式
の

「
文
化
に
適

応
し
た
教
育
」
は
必
ず
し
も
土
着
文
化
と
く
に
土
着
技
術
の
再
評
価

を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

四

学
校

・
共
同
体

・
国
民
社
会

1

学
校
と
家
族

・
共
同
体

こ
の
節
で
は
、
公
式
教
育
機
関
と
し
て
の
学
校
が
非
公
式
教
育
の

に
な
い
手
で
あ
る
家
族

・
共
同
体
と
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
て

い
る
か
を
、

ス
ペ
イ
ン
語
用
教
科
書
を
使

っ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
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I

L
V

方

式

の

『
聴

力

・
口
頭

ス
ペ

イ

ン
語

一
』

は
、

そ

れ

ま

で

の

ス
ペ

イ

ン
語

用

教

科

書

の
内

容

が

「
固

ぐ

る

し

す

ぎ

て
、

共

同

体

生

活

の
時

間

的

・
空

間

的

現

実

と

か

け

は

な

れ

て

い

た

」

こ
と

の

反

省

か
ら

作

成

さ

れ

た

〔
しu

"
..℃
ま
δ
αq
o
.、〕
。

ま

た

『
い

た
ず

ら

っ

子

の
ぺ

ぺ

』

の
目

的

も

ま

た

一
国

民

文

化

と
土

着

文

化

の
諸

価

値

の

相

互

尊

重

」

に
も

と
つ

く

「
ペ

ル
ー

・
ア

マ
ゾ

ン

の

二

五
以

上

の
諸

言

語
集

団

の
国

民

生

活

へ
の
統

合

」

で

あ

っ
た

〔
O

"
§

〕
。

前

者

の

教

科

書

は

つ
ぎ

の

よ
う

な
物

語

か

ら
構

成

さ

れ

て

い

る
。

ひ
と
り
の
少
年
が
道

で
親
子
つ
れ

の
客
に
出
会

う
。
客

は

コ
ス
タ

の
チ

ク
ラ
ー

ヨ
市

か
ら

メ
デ

ィ
カ

ル

・
セ
ン
タ
ー
に
行
く
途
中

で
、
船

の
モ
ー

タ
ー
が
故
障

し
た
た
め
に
そ

の
村

に
寄

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
少
年
は
客
を

自
分

の
家

に
連
れ
て

い
く
が
、
両
親

は
狩
猟
や
畑
仕
事

の
た
め
に
留
守

で

あ

っ
た
。

そ
こ
で
客
に
請

わ
れ
て
、
少
年

は
先
生

の
と

こ
ろ
ま
で
案
内
す

る
〔
少
年

は
こ
こ
で
退
場
〕
。
先
生

は
父
親

の
家

に
案

内
す
る
が
、
上
流

に

行

っ
て
い
て
留
守
で
あ

っ
た
。
客

は
先
生

に
案
内
さ
れ
て
、
雑
貨
店

で
石

鹸

.
ク

ッ
キ
ー

・
バ
ナ
ナ
を
買

い
、
そ
し
て
み
ん
な
で
清
涼

飲
料
水

を
飲

ん
だ
。
夜

は
先
生
が
そ
の
土
地

の
食
事
を

つ
く
り
、
客
は
父
親

の
家

で

一

泊

し
た
。
翌
日
学
校

で
は
風
邪

の
た
め
に
欠
席
者
が
多
か

っ
た
。

そ
こ
で

先
生
は
客
の
た
め
に
修
理

工
を
探
し
だ
し
、
薬

を
買

う
た
め
に
共

同
組
合

の
コ
メ
の
代
金
を
客

に
こ
と
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。
客
も
無
事

に
村

か
ら

出
発

し
た
。

そ
し
て
後
者
の
教
科
書
は

「
訪
問
」
(聴
力
・口
頭
ス
ペ
イ
ン
語
で

学
習
ず
み
の
会
話
)
と

「
い
た
ず
ら

っ
子

の
ぺ
ぺ
」
の
物
語
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
の
モ
テ
ィ
ー

フ
は
、

セ
ル
バ
の
二
重
言

語
教
育
校
を
定
期
的
に
巡
回
す
る
学
区
監
督
官
が
少
年
ペ
ペ
の
い
た

ず
ら
癖
を
な
お
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

両
方
の
教
科
書
と
も
、

た
ん
な
る

語
学

の
教
科
書
で
は

な
か

っ

た
。
前
者
の
教
科
書
で
は

「
外
来
者
の
訪
問
を
軸
に
、
現
実
味
の
あ

る
会
話
を
組
み
立
て
、
こ
れ
ら
の
会
話
を
と
お
し
て
、

ス
ペ
イ
ン
語

の
言
語
学
的
構
造
の
み
な
ら
ず
、
国
民
社
会
の
行
動
様
式
-

必
ず

し
も
土
着
社
会
の
そ
れ
と
は

一
致
し
な
い
ー

に
対
応
す
る
文
化
パ

タ
ー
ン
」
を
教
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
た
し
、
後
者
の
教
科
書

で
は
、
「
立
派
な
態
度
を
身
に
つ
け
る
」
と

い
う
道
徳
教
育
的
側
面
を

か
ね
そ
な
え
て
い
た
。
そ
し
て
両
方
の
教
科
書
に
共
通
し
て
い
え
る

こ
と
は
、
生
徒
の
家
族
と
か
共
同
体
と
か
が
ほ
と
ん
ど
姿
を
あ
ら
わ

さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
教
科
書
で
は
、
少
年
の
役
目
は
親
子

つ
れ
を
先
生
の
と
こ
ろ
ま
で
案
内
し
た
と
こ
ろ
で
終
わ
り
、
主
役
は

あ
く
ま
で
先
生
と
親
子
つ
れ
で
あ
る
。
あ
と
の
教
科
書
で
も
、
本
来

家
族
や
共
同
体
が
に
な
う
べ
き
し
つ
け
を
、
学
区
の
監
督
官
が
代
行

し
て
い
る
。
あ
た
か
も
国
民
社
会
用
の
し

つ
け
と
共
同
体
用
の
し
つ

け
で
は
違
う
と
で
も
い
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
セ
ル
バ
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の
共
同
体
か
ら
題
材
を
と

っ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
は
い
わ
ば
舞
台
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
伝
達
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
け

っ

し
て
土
着
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
非
公
式
教
育
を
に
な
っ
て
い
る
家
族
や
共
同
体
と
学
校

と
は
連
続
し
て
い
る
よ
り
も
断
絶
し
て
い
る
。
む
し
ろ
学
校
は
、
国

民
社
会

や
西
欧
型
の
コ
ス
タ
的

・
都
市
的
世
界
が
共
同
体

の
中

に
開

い
た
窓

口
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

そ
う
い
う

意
味

に
お

い
て
学
校
は
、
ち
ょ
う
ど
土
着
語
が

ス
ペ
イ
ン
語
化
ま
で
の
通
過
言

語

で
あ

っ
た
よ
う
に
、

土
着
社
会
と
国
民
社
会

を

む
す
ぶ

「架
橋

(
以
)

(噂
ロ
①ロ
8
)
」
な
の
で
あ
る
。

こ
れ

に
た
い
し
て
G
T
Z
方
式
の
口
頭
ス
ペ
イ
ン
語

用
教
科

書

『
こ
と
ば
』
〔
G
〕

で
は
、

学
校
は
た
ん
に
学
習
す
る
場
と
し
て
で

は
な
く
、
共
同
体
活
動
の
中
心
と
し
て
え
が
か
れ
て
い
る
。
教
室

の

外
で
は
両
親
た
ち
が
協
働
し
て
新
し
い
校
舎
を
建
て
て
い
る
。
教
室

で
は
促

進
員
が
母
親
た
ち
を
相
手
に
手
工
芸
の
ク
ラ
ス
を
開
く
こ
と

も
あ
る
。
そ
し
て
、
学
校

の
中
庭
で
は
児
童
が
フ
ィ
エ
ス
タ

(祭
礼
)

で
歌

っ
た
り
踊

っ
た
り
す
る
の
を
、
母
親
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
見
守

っ
て
い
る

〔次
ペ
ー
ジ
の
図
5
〕。

た
し
か
に
ス
ペ
イ
ン
語
の
時
間
は
、
西
欧
型
の
コ
ス
タ
的

・
都
市

的
世
界
、

つ
ま
り
児
童

に
と

っ
て
は
異
文
化
の
世
界
の
こ
と
を
教
え

た
い
誘
惑
に
も

っ
と
も
か
ら
れ
る
科
目
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
学
校
に

場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
も
、
教
師
や
来
客
や
上
級
生
と
ス
ペ
イ

ン
語
を
使
う
機
会
が
も

っ
と
も
多
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

で
話
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
語
は
あ
く
ま
で
。フ
ー
ノ
農
村
で
話
さ
れ
る
ス

ペ
イ
ン
語
で
あ
り
、
異
文
化
の
世
界
に
属
す
る
も
の
は
最
少
限
に
お

さ
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
校
舎
の
正
面
に
掲
揚
さ
れ
て
い
る
国

旗
、
教
室

の
額
縁
の
中
の
肖
像
画

(ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
独
立
の
父
、

シ
モ
ン

・
ボ
リ
ー
バ
ル
と
ペ
ル
ー
の
大
統
領
で
奴
隷
解
放
を
し
た
ラ

モ
ン
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
と
思
わ
れ
る
)、

女
性
の
促
進
員
と
そ
の
服

装
、
男
性
の
教
師
の
服
装
、
そ
し
て
セ
メ

ン
ト
く
ら
い
で
あ
る
。
そ

の
セ
メ
ン
ト
袋
に
書
か
れ
て
い
る
商
標
も
ケ
チ

ュ
ア
語
で

「石
」
と

い
う
意
味
の

「菊
d
]≦
H」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
児
童
自
身
を
ふ

く
め
た
共
同
体
メ
ン
バ
ー
が
主
役
を
え
ん
じ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
学
校
は
、
国
民
社
会
と
よ
り
も
家
族
や
共
同
体
と
緊
密

に
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
。フ
ー
ノ
農
村
の
児
童
は
、
そ
れ
ま
で
家

族
や
共
同
体
の
中
で
実
現
し
て
き
た
社
会
化
過
程
を
中
断
さ
れ
る
こ

と
な
し
に
、
公
式
教
育
過
程
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
G
T
Z

方
式
が
維
持

・
発
展
さ
せ
た
い
と
す
る
土
着
文
化

・
伝
統
技
術
を
ほ

そ
ぼ
そ
と
な
が
ら
伝
え
て
き
た
の
が
家
族

や
共
同
体
に
よ
る
非
公
式

教
育
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
当
然
の
帰
結
で
あ
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っ
た
。

2

教
科
書
に
み
る
国
民
社
会
像

G

T
Z
方
式
の
ケ
チ

ュ
ア
語
用
教
科
書
は
た
ん
な
る
語
学
用
教
科

書
で

は
な
く
、
自
然
科
学
や
社
会
歴
史
科
学
、
地
理
学
的
題
材
を
ふ

く
ん
だ
総
合
的
な
教
科
書
で
あ
る
。
そ
の
名
称
は
、
二
年
生
用
で
は

『
わ
た
し
た
ち
の
村
(》
篭
琶
。ぼ
ω
)』
、
三
年
生
用
で
は
『
わ
た
し
た
ち

の
地
方

(ω
ロ
旨
ロ
。
ぼ
ω)』
、
四
年
生
用
で
は
『展
望
台

(ρ
冨
零
昏
⇔
)
』

と
変
わ

っ
て
い
く
。
名
称
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
家
族

・
共
同

体
か
ら
地
域
社
会
、
地
域
社
会
か
ら
国
民
社
会

へ
と
学
年
が
あ
が
る

に
つ
れ

て
場
面
が
拡
大
し
て
い
き
、
低
学
年
の
と
き
か
ら
国
民
社
会

に
属
す
る
こ
と
が
ら
を
上
か
ら
押
し
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
控
え
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
わ
た
し
た
ち
の
村
』
で
は
、
プ
ー
ノ
農
村

の
六
～

七
才

の
ケ
チ

ュ
ア
語
児
童
の
目
に
映
る
村
の
姿
が
素
材
に
な

っ
て
お
り

〔一し
"
..][)HO
ωΦ昌
$
O
一ひb
℃b〕、
異
文
化

の
世
界
は
、

ほ
と
ん

ど
は
い

っ
て
き
て
い
な
い
。
そ
れ
が

『
わ
た
し
た
ち
の
地
方
』
に
な

る
と
、
プ
ー
ノ
高
地
の
架
空
の
村

「
コ
リ
ャ
ー
ナ
」
(ケ
チ

ュ
ア
語
で

中
心
と

い
う
意
味
)
の
日
常
生
活
を
中
心
に
話
が
展
開
す
る
が
、

テ

ィ
テ

ィ
カ
カ
湖
近
郊

の
先

ス
ペ
イ
ン
期
の
遺
跡

シ
リ

ュ
ス
タ

ニ
へ
の

ト
ラ

ッ
ク
で
の
遠
足
の
話

(第
三
課
)
や
、

コ
ス
タ
南
部
の
中
心
都

市

ア
レ
キ
ー
パ
か
ら
対
照
的
な
印
象
を
う
け
て
帰
郷
し
て
き
た
二
人

の
青
年
の
話

(第
五
課

「
の
ん
び
り
食
事

の
で
き
る
と
こ
ろ
」
)
が
出

て
き
た
り
す
る
。
こ
こ
で
は
、
移
住
と
い
う
切
実
な
問
題
を
と
お
し

て
。フ
ー
ノ
農
村
と
も
よ
り
の
コ
ス
タ
都
市

と
の
あ
い
だ
の
相
互
関
係

が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
四
年
生
用
の

『展
望
台
』
に
な
る
と
、

地
理
学
的
要
素
が
加
わ
る
。
や
は
り
児
童

の
日
常
的
経
験
を
軸
に
話

は
展
開
す
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
の
特
徴
も
ま
た
重
要
な
題
材
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
共
同
体
の
日
常
生
活
の
中
に
入
り
こ
ん
だ
異

文
化
の
世
界
も
え
が
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ル
ナ
バ

ル
の
と
き
に
ア
レ
キ
ー
パ
か
ら
バ
ス
で
帰
郷
し
て
き
た
娘
は
す

っ
か

り
洋
装
で
あ
り
、
学
校
の
集
団
検
診
に
や

っ
て
く
る
の
は
白
衣
の
保

健
婦
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
ダ

ム
も
出

て
く
る
。
ま
た
、
バ
ス
の

行
先
表
示
や
食
堂
の
名
称
も

ス
ペ
イ
ン
語

に
な

っ
て
い
る
し
、
地
図

の
中
の
地
名
も
ス
ペ
イ
ン
語
で
表
示
さ
れ
、
ケ
チ
ュ
ア
語
名
は
括
弧

に
く
く
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
ほ
う
が
現
実
の
姿
に
ち

か
く
、
低
学
年
で
は
意
識
的
に
異
文
化
の
要
素
が
排
除
さ
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
表
紙
か
ら
し
て
、
テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
湖
の
ま
わ
り

の
山
頂
か
ら
シ
エ
ラ
の
民
族
衣
裳
に
身
を

つ
つ
ん
だ
人
々
が
風
景
を

楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
え
が
い
て
い
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
川
の

向

こ
う
に
は
熱
帯
の
植
物
や
家
々
が
並
ん
で
い
る
し
、
手
前
に
は
工

場
や
ビ
ル
、
海
や
船
が
、
つ
ま
り
ペ
ル
ー

の
三
大
地
方
が
え
が
き
こ
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ま

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

で

は
、

国

民

社

会

ペ

ル

ー

は

ど

の

よ

う

に
え

が

か

れ

て

い

る

で

あ

ろ

う

か

。

七

月

二
八

日

は
、

ペ

ル
ー

の
独

立
記

念

日

で
あ

る
。

二
年

生

用

の

『
わ

た

し

た

ち

の
生

活

』
社

会

歴

史

科
学

編

で

は
、

こ

の
月

に

は

じ

め

て
ペ

ル

ー

の
国

民

社

会

の

こ
と

が

出

て

く

る
。

こ

こ

で

は
、

家

族

が

集

ま

っ
て
共

同

体

や

村

落

(窟

Φ
匡
o
)

を

っ
く

る

よ

う

に
、

多

く

の
村

落

が

集

ま

っ
て

つ
く

っ
た

も

の
が

国

民

社

会

で

あ

る

と

説

明

さ

れ

る
。

そ

し

て
身

近

な
具

体

例

、

た

と

え

ば

、

羊

毛

の
生

産

・
加

工

・
流

通

経

路

を

た

ど

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

農

民

共

同

体

と

地

方

都

市

、

さ

ら

に

は
首

都

と

の
関

係

が
考

察

さ

れ

る
。

そ

れ

と
同

時

に

ク

ス

コ

や

ア

レ

キ

ー

パ

の
農

村

に
は
プ

ー

ノ

と
同

じ

よ

う

に
農

業

や

牧

畜

を

し

て
く

ら

し

て

い
る

人

々

の

い

る

こ

と
も

教

え

ら

れ

る

〔
即
基

O
〕
。

つ
ぎ

に
国

民

社

会

が

出

て

く

る

の
は
、

一

一
月

・

一
二
月

の
章

に

お

い

て

で
あ

る
。

こ

こ

で
国

民

史

の
英

雄

の
ひ

と

り

と

し

て

と
り

あ

げ

ら

れ

て

い

る

の
が

、

ト

ゥ
パ

ッ
ク

・
ア

マ
ル
ー

で
あ

る
。

か

れ

は

ス
ペ

イ

ン
植

民

地

末

期

に
「
伝

統

的

土

着

的

社

会

秩

序

を
回

復

す

る

」

た

め

に

ア

ン
デ

ス
南

部

で
決

起

し
、

志

な

か
ば

に
し

て
非

業

の
死

を

と

げ

た

〔
園

"
①
QQ
よ

O
〕
。

ま

た

ア

メ
リ

ヵ
大

陸

「
発

見

」
の
記

念

日

で

ラ
　
ラ
サ

あ

る

一
〇

月

一
二
日

(今

日

で

は

「
種

族

の
日

」
と

呼

ば

れ

て

い

る

。
)

に
ち

な

ん

で

一
〇

月

に

は
、
か

つ
て

の

コ
リ

ャ
ス

ー

ユ
「
発

見

」
の
も

よ

う

を

イ

ン
デ

ィ

ヘ
ナ

年

代

記

作

者

ワ

マ
ン

・
ポ

ー

マ
・
デ

・
ア

ヤ

ラ

が

一
七

世

紀

の

は
じ

め

に
書

い
た

資

料

を

教

材

に

し

て

い

る

〔
菊
"

①
O
〕
。

こ

れ

ま

で

の
教

科

書

な

ら
ば

、
ピ

サ

ロ
や

ボ
リ

ー
バ

ル
や

サ

ン

マ
ル

テ

ィ

ン
が

ま
ず

登

場

し

て
く

る

は
ず

の
と

こ
ろ

で
あ

る

。

四

年

生

用

の

『
展

望

台
』
で

は
、
ペ

ル
ー

の

三
大

地

方

「
大

熱

帯

地

方

(
鵠
⇔
9
b

図
§

訂

。・昌

ロ
」
・
「
沿

岸

地

方

(ζ

餌
日
⇔
ρ
琴

訂

ρ
亀

　
㊤

ω
昌

口
)
」
・
「
山

岳

地

方

(¢
お
ロ

。・昌

ロ
)
」

が

民

族

・
産

業

・
言

語

・

風

土

・
建

築

・
衣

裳

の
面

で
比

較

検

討

さ
れ

て

い

る
。
図

6

は
、
言
語

別

の
分

布

を

あ

ら

わ

し

て

い

る
。

コ

ス
タ

で

も

移

住

の
結

果

、

ケ

チ

ュ
ア
語

や

ア

イ

マ
ラ
語

や

シ
ピ

ー

ボ
語

が

話

さ

れ
、

ま

た

ケ

チ

ュ
ア

語

と

い

っ
て
も

ク

ス

コ
と

プ

ー

ノ
と

ア
ヤ

ク

ー

チ

ョ
で

は
微

妙

な
相

違

が

あ

る

こ

と
が

わ

か

る
。

つ
ま

り

、

ペ

ル
ー

は
非

常

に
多

様

で
複

合

的

な

国

と

し

て
え

が

か
れ

て

い

る

の
で

あ

る

。

じ

っ
さ

い
、

G

T

Z
方

式

が

追

求

す

る

の

は
民

族

集

団

間

統
合

、

諸

民

族
集

団

の
差

異

に
も

と

つ

く

統

合

、

つ
ま

り

「
複

合

的

国

民

(ロ
冨

暴

。
ま
ロ
冨
ロ
邑

)
」

の
形

成

な

の

で

あ

る

〔
一
"
ド
出

。

こ
れ

に
た

い

し

て
I

L
V

方

式

は

ど

う

か

。

一
年

生

用

の

ス
ペ

イ

ン
語

教

科

書

の
表

紙

〔
次

々
ペ

ー

ジ

の
図

7
〕

に
あ

る

よ

う

に
、

学

校

で

は
毎

朝

整

列

し

て
国

旗

を
掲

揚

し
、

み

ん

な

で

ス
ペ

イ

ン
語

の
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図7

国
歌
を
斉
唱
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

〔都

市
や
近
郊
農
村
の
学

校
で
は
最
近
で
は
週

一
回
く
ら
い
に
な

っ

て
い
る
〕。

こ
れ

に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

低
学
年
用
の
教
科
書

に
も
国
民
社
会
の
こ

と
が
か
な
り
頻
繁
に

出

て
く
る
。『
わ
た
し

た
ち
の
祖
国
』
〔
D
〕

は

一
・
二
年
生
用
の

社
会
科
学
教
科
書
で

あ
る
が
、

一
年
生
の

下
半
期
に
学
ぶ
第

一

八
課
か
ら
第
二

一
課

ま
で
は
す
べ
て
そ
れ

に
か
ん
す
る
題
材
で

あ
る
。
イ
ラ
ス
ト
も

一62-一 一



国
旗
、

サ
ン
マ
ル
テ
ィ
ン
に
よ
る
独
立
宣
言
、
国
紋
と
国
旗
、
そ
し

て
ふ
た
た
び
国
旗
、
と
並

べ
て
あ
る
。
そ
れ
と
同
時

に
サ
ン
マ
ル
テ

ィ
ン
、

ピ
サ
ロ
、

コ
ロ
ン
ブ

ス
と
い
う
な
じ
み
ぶ
か
い
名
前
が
あ
が

り
〔
四
七
ペ
ー
ジ
の
図
2
参
照
〕、
国
旗
の
色
や
そ
の
意
味
が
吹
き
こ

ま
れ
て
い
く
。
ト
ゥ
パ

ッ
ク

・
ア
マ
ル
ー
も
サ
ン
ト
ス

・
ア
タ
ワ
ル

パ

(
一
八
世
紀
な
か
ご
ろ
に
セ
ル
バ
中
部
で
植
民
地
政
府
に
た
い
し

て
抵
抗
運
動
を
展
開
し
た
)
も
で
て
こ
な
い
。
シ
エ
ラ
の
こ
と
も
ケ

チ

ュ
ア
語
や
ア
イ
マ
ラ
語
の
こ
と
も
で
て
こ
な
い
。

つ
ま
り
、
国
民

社
会
像

に
つ
い
て
み
れ
ば
、

コ
ス
タ
都
市
の
ス
ペ
イ
ン
語
児
童
向
け

に
書
か
れ
た
、

こ
れ
ま
で
の
教
科
書
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な

い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
I
L
V
方
式

の
ば
あ
い
、
多

様
で
複
合
的
な
社
会
で
あ
る
は
ず

の
セ
ル
バ
社
会
に
つ
い
て
い
か
な

る
地
域

社
会
像
を
え
が
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
各

共
同
体

は
、

セ
ル
バ
地
域
社
会
と
よ
り
は
、
む
し
ろ
国
民
社
会
と
直

接

(
あ
る
い
は
I
L
V
を
介
し
て
)
結
合
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
I
L
V
方
式
は
、
G
T
Z
方
式
の
多
元
的

国
民
統
合
に
た
い
し
て
、
よ
り

一
元
的
な
統
合
を
め
ざ
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

五

お
わ
り
に
ー

国
民
社
会
の
変
革
に
向
け
て
ー

G
T
Z
方
式
は
、
公
式
教
育
の
場
で
ケ
チ

ュ
ア

・
ア
イ
マ
ラ
両
語

や
ア
ン
デ
ス
農
村
世
界

の
文
化
を
ス
ペ
イ

ン
語
や
西
欧
型
の
コ
ス
タ

的

.
都
市
的
文
化
と
対
等

に
扱
お
う
と
し
た
。
民
族
間

・
言
語
間
の

不
平
等
を
内
包
し
て
き
た
ペ
ル
ー
の
よ
う

な

「
国
民
社
会
」
に
と

っ

て
、

そ
の
こ
と
自
体
が

革
命
的
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、

数
百
年

に
わ
た
り
侵
蝕

.
差
別
を
こ
う
む

っ
て
き
た
土
着
語
を
教
授
語
に
、

同
じ
く
土

着
文
化
を
教
材
に
使
用
す
る
た
め
の
工
夫
を
こ
ら
す
中

で
、
G
T
Z
方
式
は
た
ん
な
る
維
持
型
か
ら

「維
持
"
発
展

(日
魯
・

8
三
日
冨
艮
o
鴇
α
Φ鈴
昌
o
ロ
o
)
」
型
の
二
重
言
語

・
二
重
文
化
教
育

へ

と
発
展
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た

〔
警

H
出
。
児
童
は
ア
ン
デ
ス
農
村

社
会

に
し

っ
か
り
根
を
お
ろ
し
つ
つ
、
ペ

ル
ー
に
は
そ
れ
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的

.
言
語
的

・
文
化
的
世
界
が
あ
る
こ
と
や
、
近

代
的
な
コ
ス
タ
的

・
都
市
的
世
界
に
関
連
す

る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て

も
ま
な
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
た
だ
漫
然
と
授
業
を
聴
き

(o
。。o口
o冨
H
o一8
0冨
)
な
が

ら
ま
な
ぶ
の
で
は
な
い
。
「科
学
し

(訂
8
H
g
g
o冨
)
」
な
が
ら
ま

な
び
、
そ
の
成
果
を
日
常
生
活
に
活
用
し
て
い
く

〔
ω
鱒
Q。
ω
〕。
そ
の

よ
う
な
教
育
実
践
か
ら
は
主
体
的
な
人
間
が
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
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う

。

じ

っ
さ

い
、

L

・
E

・
ロ
ペ

ス

は
、

G

T

Z
方

式

が

養

成

し

た

い

の

は

「
自

国

の
複

雑

な

問

題

を

認

識

し
、

み
ず

か

ら

の
欲

求

と

必

要

に

お

う

じ

て
行

動

で

き

る
よ

う

な
主

体

的

人

間

(ω
ε
①
ε
)
」

で
あ

(
25
)

る
と
の

べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
な
ら
ば
、
ペ
ル
ー
の
国
民
社

会
の
変
革

に
向
け
て
行
動
を
開
始
す
る
は
ず
で
あ
る
。

一
方

、
I
L
V
方
式
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
「文

明
化
」
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立

っ
て
お
り
、
し
た
が

っ

て
、
そ
れ
に
先
住
民
を
い
か
に
適
応
さ
す
べ
き
な
の
か
を
問
題
に
す

る
。

一
九
六
〇
年
代
の
は
じ
め
、
I
L
V
は
み
ず
か
ら
の
二
重
言
語

教
育
の
お
も
な
成
果
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
①
社
会
改

良
と
経
済
進
歩

へ
の
欲
求
。
②
健
康
の
改
善
。
③
自
治
体

(目
ロ
三
♀

冨
ま

⇔
傷
)

の
設
立
と
官
憲
の
選
出
。

④
選
挙
手
帳
や
出
生
証
明
書

な
ど
の
文
書
の
申
請
。
⑤
市
民
と
し
て
の
権
利
義
務
意
識

(た
と
え

ば
、
懲
兵
隊

の
姿
を
み
て
も
森
の
中
に
逃
げ
こ
ま
ず
、
兵
役
に
応
じ

る
)。

⑥
定
住
と
集
落
形
成
。

そ
れ
に
と
も
な
う
新
し
い
農
業
技
術

の
習
得

と
耕
地
の
確
定
。
⑦
外
部
の

「文
明
化
」
世
界
に
た
い
す
る

(26
)

理
解
、
文
化
変
容
、
ス
ペ
イ
ン
語
化
。
⑧
迷
信
の
撲
滅
。
以
上
の
よ

う
な
こ
と
が
、
I
L
V
が
先
住
民
の
あ
い
だ
に
引
き
起
こ
そ
う
と
し

て
き
た

「変
容
」
の
内
容
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
今
日
に

お
い
て
も
基
本
的
に
は
変
わ

っ
て
い
な
い
。

も

ち

ろ

ん
、

そ

の

よ

う

な

変

化

を

こ
れ

ま

で

の

よ
う

に

「
支

配

(
伽
o
昌

ロ
9
9
ひ
5
)
」

に
よ

っ
て
押

し

つ
け

る

こ
と

に
は
批

判

的

で

あ

る

。

し

か

し
、

そ

れ
が

み

の
り

あ

る

「
交

流

(
一b
h
Φ
H
O
僧
旨
P
げ
一〇
)
」

に

よ

る
な

ら

ば

否

定

せ
ず
、

む

し

ろ
奨

励

す

る

。

し

た

が

っ
て
、

I

L

V

の

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

カ
ー

が
薬

品

や
種

子

を

与

え

た
り

、

共

同

組

合

の
組

織

化

を
手

伝

っ
た

り
、

二
重

言
語

教
育

の
手

伝

い
を

す

る

こ

と

は

正

し

い

こ
と

だ

と

さ

れ

る
。

も

ち

ろ

ん

、
そ

の

よ
う

な

「
援

助

」

が

一
時

的

に

せ

よ
先

住

民

の
側

に
従

属

を

も

た

ら

す
危

険

性

は
認

め

(
27

)

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
は
I
L

V
の
側
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
姿
勢
が
明
瞭

に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。

ま
た
I
L
V
方
式
が

「
文
明
化
」
に
向
け

て
の
文
化
変
容
を
そ
の

大
前
提
に
す
る
か
ぎ
り
、
二
重
言
語
教
育
も
ま
た
、
「文
化
変
容
の
速

度
を
ゆ
る
め
、
社
会
的
緊
張
を
減
ら
し
、
そ
し
て
よ
り
お
だ
や
か
に

(
28
)

適
応
さ
せ
る
」
た
め
の
、
た
ん
な
る

一
時
的
手
段
と
し
て
非
常
に
低

く
規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
先
住
民
の
側
か
ら
す
れ
ば
、

二
重
言
語
教
育
の
目
標
は
あ
ら
か
じ
め
設
定

さ
れ
て
お
り
、
必
要
な

知
識
も
ま
た
上
か
ら
与
え
ら
れ
る
。
G
T
Z
方
式
の
よ
う
に
は
、
知

(29
)

識
は
主
体
的

・
意
識
的
に
獲
得
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
G
T
Z
方
式
が
よ
り
主
体
的
な
二
重
言
語
人

一64一



口
を
養
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
I
L
V
方
式
は
よ

り
従
属
的
な
二
重
言
語
人
口
を
生
ん
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
I
L
V

方
式
を
反
面
教
師
に
し
て
、
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
主
体
的
な

二
重
言
語
教
師
も
ま
た
出
現
し
つ
つ
あ
る
。
二
重
言
語
教
師
の
組
織

化

や
先
住
民
族
集
団
に
よ
る
社
会

・
政
治
運
動
が

一
〇
年
前
に
は
想

像
す
ら

で
き
な
い
く
ら
い
の
速
さ
と
ひ
ろ
が
り
を
も

っ
て
進
め
ら
れ

て
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
本
稿

の
む
す
び
と
し
た
い
。

〔
注
〕

(
1
)

教

育

省

の
推

定

に
よ

れ
ば

、

一
九

八

一
年

現

在

初

等
教

育

に
在

籍

中

の
土

着

語

児

童

全

体

の
三

・
七

パ

ー

セ

ン

ト
し

か

そ

の

よ

う

な

二
重

言

語
教

育

を
受

け

て

い
な

か

っ
た

。
い
巳
。・
国
霞

置
ロ
o
い
9

①
朗

>
8
U碧

爵

o

O
【
自
N
》
匂¢
⇔
5
0
ωω
ご
》
写
伽
ω

℃
o
N斗

国
ω8

什
団

]≦
餌
山
①
一〇
ぎ
o
N
偽
昆

σq
斜

、
ミ

駄

k
℃
○◎
へ

%

(
ぎ
§

紺
註
鞭
§

慧
§

旨

9
0
N§
oq
ミ
賜
議
§

●

嘗

ミ

馬砺

㌧
黛
ミ

ミ
謎

氏
S
ミ
♪

ピ
}ヨ
斜

日
り
Oo
蔭
v
や

H
◎◎
●

(
2
)

ト
ラ
ン
ジ

シ

ョ
ナ

ル

・
モ
デ

ル
と
は
、
国
家
語

な
い
し
主

流
言

語
を

習
得
す

る
ま

で
母
語
な

い
し
土
着
語
を
教
授
語

に
使
用
す
る
方

法
で
あ

り
、
ブ
リ

ッ
ジ

・
モ
デ

ル
と
も
呼
ば

れ
る
。

一
方
、
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス

・
モ
デ

ル
は
国
家
語
の
習
得
以
後
も
土
着
語
を
使
用
し

つ
づ

け
よ
う

と

す

る
方
法

で
あ
る
。

(3
)

た
と
え
ば
、
拙
稿

「
ペ
ル
ー
・プ

ー
ノ
県

の
二
重
言
語

・
二
重
文
化
教

育
1
あ
る
国
際
技
術
協
力

の
軌
跡
1
」
『
奈
良
大
学
紀
要
』

一
六
号

(
一

九
八
七
年
)
。

(
4
)

ζ
ま

H巴

い
●
訂

窃
8

"
..団
=

9

山
巴

◎
巴

魯
σQ
9

ω
<
。
ヨ
邸
。
巳
器

ヰ

9

8

餌

一器

一
〇
ロ
σq
口
霧

α
o

娼
N
①
ω
鉱
σq
δ

Φ
ロ

一
鋤

①
島
g

8

一
ひ
ロ

℃
ユ
ヨ

卑

ユ
餌
.、導

①
ロ

日

】≦

.
い
●
い
費

。D
o
7

℃
Q
爲
一
〇
壁

】≦
●
∪
餌
く
凶。D

団

ζ

鋤
ユ
①
ロ
o

切
巴
一①
コ
9
U
い
く
出
⇔
①
α
。・ご

罫

ら§

ミ
謎
ミ
N§
偽
蟄
鰹

寒

a
§
懸
ミ
械
§

も
膏

馬
養
貯

＼
Fミ
ミ
頓
o
§
ミ

㌧
Q§
§
嵩
3

ピ
甘日
餌
"
H
り刈
ρ

や

戯
Q◎
の

(
5
)

左

記

の
論

稿

は

、
プ

ー

ノ

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
お

け

る

ケ

チ

ュ
ア
語

や

ア

イ

マ
ラ
語

の
文
字

言

語

化

に
あ

た

り

コ
ー
デ

ィ

ネ

ー

タ

ー
を

え

ん

じ

て

き

た
人

物

が

ま

と

め

た
も

の

で
あ

り

、有

益

で
あ

る

。
ζ

費

一。
ζ

●

ゆ
口
葺
昌
①
ひ

..O
o
口
ω乙
臼

⇔
oご
ロ
①oり

一ぎ
σq
象
ω
怠
o
⇔
ω
o
ロ

けo
　8
0

餌

一子
8
ω

⑦
8
0
一費

①
。ゆ
o
昌

ρ
¢
①o
げ
=
鋤

℃
¢
ロ
o
ロ
o
.、"
肉
ミ

鋳
ミ

毎
篭
"
§
3

餌
ロ
o

餅

ロ
9

封

甘
=
o

H
㊤
c。
9

℃
や

μ
O
窃
山

H
ρ

な

お

、
本

稿

で
は

あ

つ
か
わ

な

か

っ
た
ケ

チ

ュ
ア
語

の
母
音

の
数

と

い
う
、

非

常

に
微
妙

な
問

題

も

論

じ
ら

れ

て

い
る

。

(
6
)

I

L

V

の
創

立

者

W

・
C

・
タ

ウ

ン
ゼ

ン
ト

は

二
重

言

語

教

育

に

つ

い
て

つ
ぎ

の

よ
う

に
語

っ
て

い
た
。

「
い
ま

ま

で

孤

立

を
も

た

ら

し

て

き

た

〔
土

着

〕

諸

言

語

が

、

み
ず

か
ら

の
消

滅

を
早

め

る
道

具

に

か
わ

る

で

あ

ろ

う
」

(
一
九

五

〇

年

)
。

∪
碧

乙

ω
8
F

～
キ

旨
§

§

§

ひ
o
ミ
呼
§

o

誉

嵩
§

栽
o
§

栽
馬

ミ
S
ミ
凡o
西

#
鋤
α
●

℃
9

男
=
8

切
母
o
一⇔
ざ

い
帥ヨ
斜

H
り
Qo
O
(o
H一αq
げ
巴

"
寡

魯
馬謎

ミ

§

o
、

き

袋
旨
寧

偽
越

ミ

肉
ミ
膏
凡鳶

》

O
⇔
日
げ
ユ
α
σq
ρ

H
㊤
Q◎
N
γ

℃
●
H
♂

●

(
7
)

ゆ
痒

ヨ
Φ
ひ

8

.
9
件.》

や

悼
8

の

(
8
)

子

乙
・鴇
℃
や

NO
や
bO
O
①
●

(
9
)

下

記

の
論

稿

の
中

に
引

用

さ

れ

て

い
た

も

の

で

あ

る
。

9

署
。

〉
・

ω
げ
①
拝

..O
鋤
℃
8

一冨
9
ひ
ロ

ユ
①
ヨ
器

ω#
o
ω
三

一冒
σq
口
①ω
、、℃
①昌
"
ピ
舘
ω
o
ロ
＼

U
碧

一ω
＼
∪
邸
≦
一斜

愚

・
ミ

・導

や

H
刈
S

出

所

は
、
Ω
臼
費

鎚
o

≦
、一豆
o

U
●

団

]≦
9。
H匪

餌

智
犀
≦
⇔
矯
(o
。。①
ωo
H
⇔
γ

b
簿
§

妹

ミ
ミ
§
黛
ミ
篤

N
～

○
ミ
ミ

愚

ミ
凡ミ
§

ミ

N
翫
"

§
防
ミ

魯
醤
N
額

§

§
ミ
馬
ミ
ミ
赴
ミ

博
㌧
註
ミ
ミ
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偽
§

》
ド
O
刈O

の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

二
重
言
語

教

師

に
よ

っ
て
算

数

の
教

科

書

ま

で

も
作

成

さ

れ

る

よ
う

に
な

っ
た

と

い
う
点

で

は
評

価

で

き

る
。

(
10
)

い
碧
8

P

o
や

o
一計

℃
℃
・
9

ふ

ω
.

(
11
)

]≦
●
】≦
・
しd
口
↓ヨ

①さ

甑.Z
O
鼠

①×
℃
一一〇
讐
凶く
¢
、、
℃
餌
轟

…

〔¢
〕
.

プ

ー

ノ

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
出

版
物

は

、
手

引

を

の
ぞ

け
ば

ほ

と
ん

ど

が

ケ

チ

ュ
ア

語

な

い

し

ア

イ

マ
ラ
語

の

モ

ノ
リ

ン
ガ

ル
で
書

か

れ

て

い

る
。

こ
れ

は

、

I

L

V

の
士

着

語

に
よ

る
出

版

物

に

は
必

ず

ス

ペ

イ

ン
語

訳

が

つ

い
て

い

る

の

と

は
好

対

照

で

あ

り
、

ひ

と

つ
の
立

場

を

明

示

し

て

い
る
。

(12
)

山

田
慶

児

『科

学

と
技

術

の
近

代

』

東

京

、
朝

日

選
書

、

一
九

八

二

年

、

二
四

九

-

二
七
九

ペ

ー
ジ

。

(
13
)

一い
く
鴇

..い
餌

巴

9

8
ま
口

鎚
①
一

。・巴
く
鋒
一8

娼
臼

養

口
o
、、"

8

"

さ

器

こ
§

嵩
§

魎
&

こ

匙

§
o
嵩
o
N§

鴫
ミ
勉
ミ
o

ゆ
ミ
馬き

袋
9

セ

亀

ミ
§
ミ

セ

貯

馬§

ら
§

ま
謎

§

ミ

キ

、罫

=

ヨ

P

お

①
9

娼
や

お

甲

H
戯
O
・

(
14

)

]≦
費

匪

9

>

●

冒

寡

⇔
ざ

..
ピ
㊤

①
α
9

碧

ま
昌

餌
匹
⇔
℃
$

匹
鋤

⇔

一㊤

8

一
言

量

、、"

①
ロ
"
い
碧

8

ロ
＼
∪
9
≦

。・
＼
∪
郎
<
一
一費

愚

.
鳥
翌

℃
や

ω
醇

1

ω
ω
㎝
●

(15
)

I

L

V

は
世

界

各

地

で
活

動

し

て

い
る

。

コ

ロ
ン

ビ

ア

で

は
ク

イ

バ

人

の
神

話

の
中

に

キ

リ

ス
ト
教

的

教

訓

を

し

の
び

こ
ま

せ
た

り

定

住

化

を

示

唆

し

た
例

が

報
告

さ

れ

て

い

る
。
ω
8
一r

愚

●
ミ

●"
署

●
ω
刈
学

ω
認

・

(16
)

】≦
●
〉
●
智

パ
≦
亀

v
..↓
巴
一①
H
o。・

冨

冨

窃
o
ユ
ε
H①
ω

昌
効
二
く
o
ω
、"v

①『

ピ
費
ω8

＼
U
碧

一ω
＼
U
い
≦
一僧

愚

●
ミ

・"
℃
℃
・

G。
鵯

-
。。0
。。
参

照

◎

こ

の
よ

う

な
方

式

は

ま
ず

メ
キ

シ

コ
で

一
九

七

〇
年

に

は

じ

ま

っ
た
。

(
17
)

国
仁
αq
8

①

国
●
ピ
0
8

導
℃
●
]≦
・
∪
¢
<
一ω

蜜

]≦
o
q

ヵ
ロ
チ

≦
「一。・
①
》

.、田

$

ヨ
甑

0
2

一嘗
巴

矯

①
一
α
①。・
9。
旨
o
=
o
ぎ

8
σq
同
巴

α
①
一餌
眉
①
誘
o
途

"

国
×
娼
o
ω
8
ま
コ

α
o
一⇔

塗
o
ωo
{鉾

団
δ
ω

ヨ
警
o
ユ
o
ω

ユ
①
一

Hい
く

窪

⑦
一

勺
⑦
ヨ

.、博
ぴ
碧
。・o
口
＼
U
殖
く
一。。
＼
U
郎
く
出
斜

9

●
亀
♪

唱
Ψ

お

◎o
●

(
18

)

Hげ
乙
●・
娼
炉

お

㊤
ム
昌

・

(
19
)

I

L

V
方

式

に
直
接

言

及

し

て

い
る

わ

け

で

は

な

い
が

、

こ

の
よ

う

な
ば

あ

い

G

T
Z

方
式

は

「
文

化

変

容
」

と
呼

ぶ
よ

り

も

「文

化

解

体

(山
O。O
d
一梓口
H
餌
O
凶ひ
]P
)
」

と

呼

ん

で
、

批

判
す

る
Q

〔
菊
"
刈
〕

(
20
)

I

L

V

の
お

も

な
活

動

分

野

に

は
、

聖

書

翻

訳

を
中

心

と
す

る
プ

ロ

テ

ス

タ

ン
テ

ィ

ズ

ム
布

教

は
別

と

し

て
、

二
重

言

語

教

育

と
医
療

と
共

同

体

開

発

(経

済

開

発

)

が

あ

る
。

(
21
)

シ
ピ

ー

ボ

"
コ

ニ
ー

ボ

人

に
限

定

し

て
も

、
た

と

え
ば

左

記

の
文

献

に

は

「O
け口
O
ヨ
①
α
繭O
悼口
⇔
」

の
項
目

の
中

で
土

着

の
薬

草

が
列

挙

さ

れ

て

い

る
し

、
民

間

医

師

(O
信
H碧

匹
①
HO
)

と
呪

術
師

(。冨

ヨ
い
口
)
が

区
別

さ

れ

て

い
る

。
ピ
ニ
9
=
①
団
餌
臨
P

国
暑

ぎ

い
㊤
¢
『
冨
ロ
津

団

国
鎚

曼

切
o
o
口
ω自
2

切
o超
§
心
o

馬
§
o
吋
暮

o
§

ご
隔

象

骨
尋
o
-9

壽
導
◎
§
N
§

ミ
斜

い
沖日
斜

H
り
cQ
g

b
や

O
①
心
bo
●

(
22
)
考
古
学
的
資
料

に
よ
れ
ば
、
か

つ
て
は
甕

に
い
れ

て
埋
葬
す

る
習
慣

が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
過
去
百
年
間
に
は
も

う
見
ら

れ
な
く
な

っ
て
い

る
と
さ
れ
る
。
奪
ミ
・℃
℃
・
Q。
◎

(
23
)

シ
ピ
ー
ボ
"
コ
ニ
ー
ボ
人
の
ば
あ

い
、今

日
で
は
半
数
以
上

の
家
庭
が

銃

を
所
持

し
て
お
り
、
単
独

な
い
し

二
人
で
狩
猟
を
し
た
が
る
傾
向
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
♂
ミ

博
や

H
O
.
一
方

、

マ
チ
ゲ

ン
ガ
人
に
た
い
し
て

I
L
V
は

毛
皮
等

の
販
売
目
的

の
狩
猟

の
た
め

散
弾
銃

の
使
用
を
広

め
、
弾
薬

を
提
供
し
た
。
関
野
吉
晴

『
わ
が

ア

マ
ゾ

ン
ト
ウ
チ
ャ
ン

一

家
と

=
二
年
』
東
京
、
朝

日
新
聞
社

、

一
九

八
六
年
、

一
八
八
i

一
九

三
ペ
ー
ジ
。
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(24
)

　[
餌
屋
O
昌
℃
O
℃
●

O
一酔・博
℃
・
α
◎Q
●

勺
●
ζ

●
∪
櫛く
一◎o導

杁、い
⇔
qo

①
ωO
¢
①
一⇔
qo

ぴ
一嵩
ロ
αQ
偽
O
ω
"
ピ
O
oo

O
び
㎞〇
二
く
O
oo
矯

ω¢

O
U㊦O
¢
O
一ひ
ロ
リ噂層
①
口
"
い
鋤
屋
O
昌
＼

∪
餌
く
♂
＼
∪
魅
く
出
斜

愚

●
9
翌

℃
や

置

。。
占

戯
戯
・

ま

た

、

教

師

は

「
教

育

程

度

が
高

い

こ

と

に
よ

り

、

土

着
文

化

と
多

数

派

文

化

の
遭

遇

に
よ

る

変

容

の
前

衛

に
立

た

さ
れ

る
」

よ

う

に

な

る
。

な

お
最

近

で
は

、
教

師

に
過

度

の

負

担

を

か

け

る

こ

と
が

反

省

さ

れ

て

き

て

い
る

。

勺
●
ζ

●

∪
櫛
く
一9

.̂国
一
娼
N
O
σQ
H
⇔
ヨ
9Ω

団
㊦
一
　日
㊤
Φ
qo#
O
げ
一=
昌
σq
口
O
、、鴇
㊦
罠

ピ
⇔
N
ωO
ロ
＼

∪
餌
く
一〇〇
＼
U
い
く
一一斜

愚

●
鼠
、●℃
唱
℃
・
N
戯
H
I
b◎
O
H
・

(
25
)

い
ロ
一ω
国
5
H
5
ロ
O

ピ
ひ
娼
O
騨

.帆℃
HΦ
oo①
口
鼠
O
一ひ
ロ
リ、通
①
口
"
〔
]
∵

0
ー
刈
〕
・

(
26
)

Hい
く
博
O
℃
・
6
即
●

(
27
)

い
O
O
oo
＼
∪
9Ω
<
一〇〇
＼
≦

♂
ρ

O
℃
●
O
搾
●博
℃
・
戯
H
q
●

(
28

)

い
餌
屋
O
口
導
O
℃
●
O
搾
●導
℃
℃
●

戯
Qo
ー
戯
O
●

(
29
)

ブ

ラ
ジ

ル
の

識
字

教

育

家

、

P

・
フ

レ
イ

レ
は

ペ

ル
ー

の
教

育

界

に

も

大

き

な

影
響

を
与

え

て
き

た
。

彼

の
用

語

法

を

援

用

す

れ
ば

、

G

T

Z
方
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